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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　pを１以上の整数とし、 a[1] ,a[2] ,… ,a[p]を所定の時間区間の音信号を線形予測分析し

て得られる線形予測係数列とし、

ω [1] ,ω [2] ,… ,ω [p]を、

　上記線形予測係数列 a[1] ,a[2] ,… ,a[p]に由来するＩＳＰパラメータ列、

　上記線形予測係数列 a[1] ,a[2] ,… ,a[p]に由来するＩＳＦパラメータ列、のいずれかと

し、

γ1及びγ2をそれぞれ１以下の正の定数とし、Kを予め定められた、対角要素と、行方向

において対角要素に隣接する要素とが非零の値を持つp-1× p-1の帯行列とし、

　次式により定義される変換後周波数領域パラメータ列 ω [1] , ω [2] ,… , ω [p-1]を生

成するパラメータ列変換ステップを含む

【数３０】
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　 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 方 法 で あ っ て 、

　 上 記 帯 行 列 Kは 、 対 角 要 素 が 正 の 値 で あ り 、 行 方 向 に お い て 対 角 要 素 に 隣 接 す る 要 素 が

負 の 値 で あ る

　 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 pを １ 以 上 の 整 数 と し 、 a[1],a[2],… ,a[p]を 所 定 の 時 間 区 間 の 音 信 号 を 線 形 予 測 分 析 し

て 得 ら れ る 線 形 予 測 係 数 列 と し 、

ω [1],ω [2],… ,ω [p]を 、

　 上 記 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]に 由 来 す る Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 、

　 上 記 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]に 由 来 す る Ｉ Ｓ Ｆ パ ラ メ ー タ 列 、 の い ず れ か と

し 、

γ 1及 び γ 2を そ れ ぞ れ １ 以 下 の 正 の 定 数 と し 、 Kを 予 め 定 め ら れ た 、 対 角 要 素 と 、 行 方 向

に お い て 対 角 要 素 に 隣 接 す る 要 素 と が 非 零 の 値 を 持 つ p-1× p-1の 帯 行 列 と し 、

　 次 式 に よ り 定 義 さ れ る 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 ω [1], ω [2],… , ω [p-1]を 生

成 す る パ ラ メ ー タ 列 変 換 部 を 含 む

【 数 ３ １ 】

　 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 で あ っ て 、

　 上 記 帯 行 列 Kは 、 対 角 要 素 が 正 の 値 で あ り 、 行 方 向 に お い て 対 角 要 素 に 隣 接 す る 要 素 が

負 の 値 で あ る

　 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 方 法 の 各 ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー

タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 符 号 化 技 術 に 関 し 、 特 に 、 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 周 波 数 領 域 の パ ラ メ ー タ

を 変 換 す る 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 音 声 信 号 や 音 響 信 号 の 符 号 化 で は 、 入 力 音 響 信 号 を 線 形 予 測 分 析 し て 得 た 線 形 予 測 係 数

を 用 い て 符 号 化 す る 手 法 が 広 く 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ や 非 特 許 文 献 ２ で は 、 フ レ ー ム 毎 の 入 力 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域 で

の 符 号 化 方 法 ま た は 時 間 領 域 で の 符 号 化 方 法 に よ り 符 号 化 す る 。 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 方

法 と 時 間 領 域 で の 符 号 化 方 法 の ど ち ら を 用 い る か は 、 各 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 特 性 に

応 じ て 決 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 時 間 領 域 で の 符 号 化 方 法 で も 、 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 方 法 で も 、 入 力 音 響 信 号 を 線 形 予
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測 分 析 し て 得 た 線 形 予 測 係 数 を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 列 に 変 換 し 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 列 を

符 号 化 し て Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 を 得 る と と も に Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 に 対 応 す る 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列

を 得 る 。 時 間 領 域 で の 符 号 化 方 法 で は 、 現 フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と 前 フ

レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と か ら 得 ら れ る 線 形 予 測 係 数 を 時 間 領 域 の フ ィ ル タ

で あ る 合 成 フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 と し て 用 い 、 適 応 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形 と 固 定 符 号 帳

に 含 ま れ る 波 形 と を 合 成 し た 信 号 に 合 成 フ ィ ル タ を 適 用 し て 合 成 信 号 を 求 め 、 求 め た 合 成

信 号 と 入 力 音 響 信 号 と の 歪 み が 最 小 と な る よ う に 各 符 号 帳 の イ ン デ ッ ク ス を 決 定 す る こ と

で 符 号 化 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 方 法 で は 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 を 線 形 予 測 係 数 に 変 換 し

て 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 を 求 め 、 求 め た 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 を 平 滑 化 し て 補 正 済 量

子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 を 求 め 、 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 系 列

で あ る パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 の 各 値 を 用 い て 、 入 力 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域 に 変 換 し た

周 波 数 領 域 信 号 系 列 の 各 値 を 正 規 化 す る こ と で ス ペ ク ト ル 包 絡 の 影 響 を 取 り 除 い た 信 号 を

求 め 、 求 め た 信 号 を ス ペ ク ト ル 包 絡 情 報 を 考 慮 し て 可 変 長 符 号 化 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の よ う に 、 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 方 法 と 時 間 領 域 で の 符 号 化 方 法 で は 、 入 力 音 響 信 号

を 線 形 予 測 分 析 し て 得 た 線 形 予 測 係 数 が 共 通 に 用 い ら れ る 。 線 形 予 測 係 数 は 、 Ｌ Ｓ Ｐ （ Li

ne Spectrum Pair） パ ラ メ ー タ や Ｉ Ｓ Ｐ （ Im mittance Spectrum Pairs） パ ラ メ ー タ な ど

の 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 周 波 数 領 域 の パ ラ メ ー タ の 列 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ

メ ー タ 列 （ も し く は Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ） を 符 号 化 し て 得 た Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 （ も し く は Ｉ Ｓ Ｐ

符 号 ） が 復 号 装 置 へ 送 ら れ る 。 量 子 化 や 補 間 で 使 わ れ る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の ０ か ら π ま で

の 周 波 数 を 特 に Ｌ Ｓ Ｐ 周 波 数 （ LSP Frequency: LSF） 、 あ る い は Ｉ Ｓ Ｐ 周 波 数 の 場 合 （ IS

P Frequency: ISF） と 区 別 し て 表 記 す る 場 合 が あ る が 、 本 願 の 説 明 で は こ の よ う な 周 波 数

の パ ラ メ ー タ を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 、 Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ と 表 記 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 、 従 来 の 符 号 化 装 置 の 処 理 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 下 の 説 明 で は 、 p個 の Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ か ら な る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 を θ [1],θ [2],

… ,θ [p]と 表 記 す る 。 pは １ 以 上 の 整 数 の 予 測 次 数 で あ る 。 角 括 弧 （ []） 内 の 記 号 は イ ン

デ ッ ク ス を 表 す 。 例 え ば 、 θ [i]は Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]中 の i番 目 の

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 θ の 右 肩 に 角 括 弧 で 表 記 さ れ て い る 記 号 は フ レ ー ム 番 号 を 表 す 。 例 え ば 、 f番 目 の フ レ

ー ム の 音 響 信 号 に つ い て 生 成 さ れ る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 を θ
[ f ]

[1],θ
[ f ]

[2],… ,θ
[ f ]

[p

]と 表 記 す る 。 た だ し 、 多 く の 処 理 は フ レ ー ム 内 で 閉 じ て 行 わ れ る こ と か ら 、 現 在 の フ レ

ー ム （ f番 目 の フ レ ー ム ） に 対 応 す る パ ラ メ ー タ に つ い て は 右 肩 の フ レ ー ム 番 号 の 記 載 を

省 略 し て 表 記 す る 。 フ レ ー ム 番 号 の 記 載 が 省 略 さ れ て い る 場 合 は 、 現 在 の フ レ ー ム に つ い

て 生 成 さ れ た パ ラ メ ー タ を 指 す も の と す る 。 つ ま り 、

　 　 　 θ [i]=θ
[ f ]

[i]

で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 右 肩 に 角 括 弧 な し で 表 記 さ れ て い る 記 号 は べ き 乗 演 算 を 表 す 。 つ ま り 、 θ
k
[i]は θ [i]

の k乗 を 表 す 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 文 中 で 使 用 す る 記 号 「 」 「 ＾ 」 「
－

」 等 は 、 本 来 直 後 の 文 字 の 真 上 に 記 載 さ れ る べ き

も の で あ る が 、 テ キ ス ト 記 法 の 制 限 に よ り 、 当 該 文 字 の 直 前 に 記 載 す る 。 数 式 中 に お い て

は こ れ ら の 記 号 は 本 来 の 位 置 、 す な わ ち 文 字 の 真 上 に 記 述 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に お い て 、 従 来 の 符 号 化 装 置 ９ に 、 所 定 の 時 間 区 間 で あ る フ レ ー ム 単
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位 の 時 間 領 域 の 音 声 音 響 デ ィ ジ タ ル 信 号 （ 以 下 、 入 力 音 響 信 号 と い う ） が 入 力 さ れ る 。 符

号 化 装 置 ９ は 、 入 力 音 響 信 号 に 対 し て フ レ ー ム ご と に 以 下 の 各 処 理 部 の 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 フ レ ー ム 単 位 の 入 力 音 響 信 号 は 、 線 形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ 、 周 波 数

領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ 及 び 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 、 線 形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ は 、 フ レ ー ム 単 位 の 入 力 音 響 信 号 を

線 形 予 測 分 析 し て 、 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]を 求 め て 出 力 す る 。 こ こ で 、 a[i]

は i次 の 線 形 予 測 係 数 で あ る 。 線 形 予 測 係 数 列 の 各 係 数 a[i]は 、 入 力 音 響 信 号 ｚ を 式 （ １

） で 表 さ れ る 線 形 予 測 モ デ ル に よ り モ デ ル 化 し た と き の 係 数 a[i]（ i=1,2,… ,p） で あ る 。

【 数 １ 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 線 形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ か ら 出 力 さ れ た 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]は Ｌ Ｓ Ｐ 生 成

部 １ １ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ １ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ か ら 出 力 さ

れ た 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ， a[p]に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 θ [1],θ [2],

… ,θ [p]を 求 め て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 θ [1],θ [2],… ,

θ [p]を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と 呼 ぶ 。 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]は 、 式 （

２ ） で 定 義 さ れ る 和 多 項 式 及 び 式 （ ３ ） で 定 義 さ れ る 差 多 項 式 の 根 と し て 定 義 さ れ る パ ラ

メ ー タ の 系 列 で あ る 。

【 数 ２ 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]は 、 値 が 小 さ い 順 に 並 ん だ 系 列 で あ る 。 つ ま

り 、

　 　 　 0<θ [1]<θ [2]<… <θ [p]<π

を 満 た す 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ １ ０ か ら 出 力 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]は Ｌ Ｓ Ｐ

符 号 化 部 １ １ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ １ ０ か ら 出 力 さ

れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]を 符 号 化 し 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1と 、 そ の Ｌ Ｓ Ｐ

符 号 C1に 対 応 す る 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 求 め

て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^

θ [p]を 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ か ら 出 力 さ れ る 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^

θ [p]は 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ９ ０ ０ 、 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ 及 び 時 間 領 域 符 号 化 部

１ ７ ０ へ 入 力 さ れ る 。 ま た 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ か ら 出 力 さ れ る Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1は 出 力 部

１ ７ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ に お い て 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ は 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 の 大 き さ

を 特 徴 量 と し て 抽 出 す る 。 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ は 、 抽 出 し た 特 徴 量 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ

い 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 小 さ い 場 合 ） に は 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生

成 部 ９ ０ ０ が 後 続 の 処 理 を 実 行 す る よ う 制 御 す る 。 ま た 同 時 に 、 周 波 数 領 域 符 号 化 方 法 を

示 す 情 報 を 識 別 符 号 Cgと し て 出 力 部 １ ７ ５ へ 入 力 す る 。 一 方 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ は 、 抽

出 し た 特 徴 量 が 所 定 の 閾 値 以 上 の 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 大 き い 場 合

） に は 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ が 後 続 の 処 理 を 実 行 す る よ う に 制 御 す る 。 ま た 同 時 に 、 時

間 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 を 識 別 符 号 Cgと し て 出 力 部 １ ７ ５ へ 入 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ９ ０ ０ 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 補 正 部 ９ ０ ５ 、 近 似 平 滑 化

済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ９ １ ０ 及 び 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ の 各 処 理 は 、 特

徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ で 抽 出 し た 特 徴 量 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音 響 信

号 の 時 間 変 動 が 小 さ い 場 合 ） に 実 行 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ ） 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ０ に お い て 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ９ ０ ０ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １

１ ５ か ら 出 力 さ れ た 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]か ら 線 形 予 測

係 数 の 系 列 ^a[1],^a[2],… ,^a[p]を 求 め て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 線 形 予 測 係 数 の 系

列 ^a[1],^a[2],… ,^a[p]を 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ９ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1],^a[2

],… ,^a[p]は 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 補 正 部 ９ ０ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ５ に お い て 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 補 正 部 ９ ０ ５ は 、 量 子 化 済 線 形 予 測

係 数 生 成 部 ９ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1],^a[2],… ,^a[p]の i次 の

係 数 ^a[i]（ i=1,… ,p） に 補 正 係 数 γ Rの i乗 を 乗 じ た 値 ^a[i]× (γ R)
i
の 系 列 ^a[1]× (γ R)

,^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (γ R)

p
を 求 め て 出 力 す る 。 こ こ で 、 補 正 係 数 γ Rは 予 め 定 め た

１ 以 下 の 正 の 整 数 で あ る 。 以 降 の 説 明 で は 、 系 列 ^a[1]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]

× (γ R)
p
を 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 補 正 部 ９ ０ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1

]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (γ R)

p
は 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計

算 部 ９ １ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ ０ に お い て 、 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ９ １ ０ は 、

量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 補 正 部 ９ ０ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1]

× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (γ R)

p
の 各 係 数 ^a[i]× (γ R)

i
を 用 い て 、 式 （ ４ ） に

よ り 、 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1], W γ R [2],… , W γ R [N]を 生 成 し

て 出 力 す る 。 こ こ で 、 exp(・ )は ネ イ ピ ア 数 を 底 と す る 指 数 関 数 で あ り 、 jは 虚 数 単 位 で あ

り 、 σ
2
は 予 測 残 差 エ ネ ル ギ ー で あ る 。

【 数 ３ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 式 （ ４ ） で 定 義 さ れ て い る 通 り 、 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1], W

γ R [2],… , W γ R [N]は 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a

[p]× (γ R)
p
に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 系 列 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ９ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 近 似 平 滑 化 済 パ ワ

ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1], W γ R [2],… , W γ R [N]は 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ へ 入

力 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 下 に 、 式 （ ４ ） に よ り 定 義 さ れ る 値 の 系 列 を 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列

と 呼 ぶ 理 由 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 全 極 型 モ デ ル で あ る p次 自 己 回 帰 過 程 に よ り 、 時 刻 tで の 入 力 音 響 信 号 x[t]は 、 p時 点 ま

で 遡 っ た 過 去 の 自 分 自 身 の 値 x[t-1],… ,x[t-p]、 予 測 残 差 e[t]及 び 線 形 予 測 係 数 a[1],a[2

],… ,a[p]に よ っ て 、 式 （ ５ ） で 表 さ れ る 。 こ の と き 、 入 力 音 響 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル

包 絡 系 列 W[1],W[2],… ,W[N]の 各 係 数 W[n]（ n=1,… ,N） は 式 （ ６ ） で 表 さ れ る 。

【 数 ４ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ こ で 、 式 （ ６ ） の a[i]を a[i]× (γ R)
i
に 置 き 換 え た

【 数 ５ 】

で 定 義 さ れ る 系 列 W γ R [1],W γ R [2],… ,W γ R [N]は 、 式 （ ６ ） で 定 義 さ れ る 入 力 音 響 信 号 の

パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W[1],W[2],… ,W[N]の 振 幅 の 凹 凸 を 平 滑 化 し た も の に 相 当 す る

。 す な わ ち 、 線 形 予 測 係 数 a[i]に 補 正 係 数 γ Rの i乗 を 乗 じ る こ と に よ り 線 形 予 測 係 数 を 補

正 す る 処 理 は 、 周 波 数 領 域 に お い て パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 を 鈍 ら せ る 処 理 （

パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 を 平 滑 化 す る 処 理 ） に 相 当 す る 。 し た が っ て 、 式 （ ７ ） で 定 義 さ れ

る 系 列 W γ R [1],W γ R [2],… ,W γ R [N]を 、 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 式 （ ４ ） で 定 義 さ れ る 系 列 W γ R [1], W γ R [2],… , W γ R [N]は 式 （ ７ ） で 定 義 さ れ る 平

滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1],W γ R [2],… ,W γ R [N]の 各 値 の 近 似 値 の 系 列 に 相

当 す る 。 し た が っ て 、 式 （ ４ ） で 定 義 さ れ る 系 列 W γ R [1], W γ R [2],… , W γ R [N]を 、 近

似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ に お い て 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ は 、 入 力 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域

に 変 換 し た 周 波 数 領 域 信 号 列 X[1],X[2],… ,X[N]の 各 値 X[n]（ n=1,… ,N） を 近 似 平 滑 化 済

パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 の 各 値 W γ R [n]の 平 方 根 で 正 規 化 し 、 正 規 化 済 周 波 数 領 域 信 号

列 X N [1],X N [2],… ,X N [N]を 求 め る 。 つ ま り 、 X N [n]=X[n]/sqrt( W γ R [n])で あ る 。 こ こ で

、 sqrt(y)は yの 平 方 根 を 表 す 。 続 い て 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ は 、 正 規 化 済 周 波 数 領

域 信 号 列 X N [1],X N [2],… ,X N [N]を 可 変 長 符 号 化 し て 周 波 数 領 域 信 号 符 号 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ か ら 出 力 さ れ る 周 波 数 領 域 信 号 符 号 は 出 力 部 １ ７ ５ へ 入 力 さ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ 及 び 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ は 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ で 抽 出 し た 特 徴
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量 が 所 定 の 閾 値 以 上 の 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 大 き い 場 合 ） に 実 行 さ

れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ ） 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ に お い て 、 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ は 、 入 力 さ れ た 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー

タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 保 持 し て お き 、 １ フ レ ー ム 分 遅 延 さ せ て 時 間 領 域 符 号 化

部 １ ７ ０ に 出 力 す る 。 例 え ば 、 現 在 の フ レ ー ム が f番 目 の フ レ ー ム で あ れ ば 、 f-1番 目 の フ

レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ
[ f - 1 ]

[1],^θ
[ f - 1 ]

[2],… ,^θ
[ f - 1 ]

[p]を 時 間 領

域 符 号 化 部 １ ７ ０ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ に お い て 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ で は 、 適 応 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形

及 び 固 定 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形 を 合 成 し た 信 号 に 合 成 フ ィ ル タ を 適 用 し て 合 成 信 号 を 求 め

、 求 め た 合 成 信 号 と 入 力 音 響 信 号 と の 歪 み が 最 小 と な る よ う に 各 符 号 帳 の イ ン デ ッ ク ス を

決 定 す る こ と で 符 号 化 す る 。 合 成 信 号 と 入 力 音 響 信 号 と の 歪 み が 最 小 と な る よ う に 各 符 号

帳 の イ ン デ ッ ク ス を 決 定 す る 際 に は 、 入 力 音 響 信 号 か ら 合 成 信 号 を 差 し 引 い た 信 号 に 聴 覚

重 み 付 け フ ィ ル タ を 適 用 し た 値 が 最 小 と な る よ う に 各 符 号 帳 の イ ン デ ッ ク ス が 決 定 さ れ る

。 聴 覚 重 み 付 け フ ィ ル タ は 、 適 応 符 号 帳 や 固 定 符 号 帳 を 選 択 す る 際 の 歪 を 求 め る た め の フ

ィ ル タ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 合 成 フ ィ ル タ 及 び 聴 覚 重 み 付 け フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 は 、 f番 目 の フ レ ー ム の 量 子 化

済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]及 び f-1番 目 の フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ 列 ^θ
[ f - 1 ]

[1],^θ
[ f - 1 ]

[2],… ,^θ
[ f - 1 ]

[p]を 用 い て 生 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 フ レ ー ム を ２ つ の サ ブ フ レ ー ム に 分 割 し 、 以 下 の よ う に 合 成 フ ィ ル

タ 及 び 聴 覚 重 み 付 け フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 を 決 定 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 後 半 の サ ブ フ レ ー ム で は 、 合 成 フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 に は 、 f番 目 の フ レ ー ム の 量 子

化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 線 形 予 測 係 数 に 変 換 し た 係 数 列 で あ

る 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1],^a[2],… ,^a[p]の 各 係 数 ^a[i]を 用 い る 。 ま た 、 聴 覚 重

み 付 け フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 に は 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1],^a[2],… ,^a[p]の 各

係 数 ^a[i]に 補 正 係 数 γ Rの i乗 を 乗 じ た 値 の 系 列

　 　 　 ^a[1]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (γ R)

p

を 用 い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 前 半 の サ ブ フ レ ー ム で は 、 合 成 フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 に は 、 f番 目 の フ レ ー ム の 量 子

化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]の 各 値 ^θ [i]と 、 f-1番 目 の フ レ ー ム の

量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ
[ f - 1 ]

[1],^θ
[ f - 1 ]

[2],… ,^θ
[ f - 1 ]

[p]の 各 値 ^θ
[ f - 1 ]

[i

]と の 中 間 の 値 の 系 列 、 す な わ ち 、 各 値 ^θ [i]と ^θ
[ f - 1 ]

[i]を 補 間 し て 得 ら れ る 値 の 系 列

、 で あ る 補 間 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1], θ [2],… , θ [p]を 線 形 予 測 係 数 に

変 換 し た 係 数 列 で あ る 補 間 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 a[1], a[2],… , a[p]の 各 係 数 a[i

]を 用 い る 。 ま た 、 聴 覚 重 み 付 け フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 に は 、 補 間 済 量 子 化 済 線 形 予 測

係 数 列 a[1], a[2],… , a[p]の 各 係 数 a[i]に 補 正 係 数 γ Rの i乗 を 乗 じ た 値 の 系 列

　 　 　 a[1]× (γ R), a[2]× (γ R)
2
,… , a[p]× (γ R)

p

を 用 い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ れ に よ り 、 復 号 装 置 で 生 成 さ れ る 復 号 音 響 信 号 に お い て 、 前 の フ レ ー ム の 復 号 音 響 信

号 と の 繋 が り を 滑 ら か に す る 効 果 が あ る 。 な お 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ で 用 い ら れ る 補

正 係 数 γ は 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ９ １ ０ で 用 い ら れ る 補 正 係 数 γ

と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ５ に お い て 、 符 号 化 装 置 ９ は 、 出 力 部 １ ７ ５ を 介 し て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部
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１ １ ５ の 出 力 す る Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1と 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ の 出 力 す る 識 別 符 号 Cgと 、 周 波 数

領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ の 出 力 す る 周 波 数 領 域 信 号 符 号 ま た は 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ の 出 力

す る 時 間 領 域 信 号 符 号 の い ず れ か と 、 を 復 号 装 置 へ 送 信 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 3rd Generation Partnership Project(3GPP), ＂ Extended Adaptive Mu

lti-Rate - Wideband (A M R-W B+) codec; Transcoding functions＂ , Technical Specific

ation (TS) 26.290, Version 10.0.0, 2011-03.

【 非 特 許 文 献 ２ 】 M. Neuendorf, et al. , ＂ MPEG Unified Speech and Audio Coding - T

he ISO/MPEG Standard for High-Efficiency Audio Coding of All Content Types＂ , Au

dio Engineering Society Convention 132, 2012.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 補 正 係 数 γ Rは 、 入 力 音 響 信 号 か ら パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 影 響 を 取 り 除 く 際 に 、 高 い

周 波 数 ほ ど パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 を 鈍 ら せ る こ と で 、 よ り 聴 感 覚 を 考 慮 し た

歪 の 小 さ い 符 号 化 を 実 現 す る 役 割 が あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 周 波 数 領 域 符 号 化 部 に お い て 聴 感 覚 を 考 慮 し た 歪 の 小 さ い 符 号 化 を 実 現 す る た め に は 、

近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1], W γ R [2],… , W γ R [N]が 平 滑 化 済 パ ワ

ー ス ペ ク ト ル 包 絡 W γ R [1],W γ R [2],… ,W γ R [N]を 高 精 度 で 近 似 し て い る 必 要 が あ る 。 言 い

換 え れ ば 、

　 　 　 aγ R [i]=a[i]× (γ R)
i
（ i=1,… ,p）

で あ る と し て 、 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^a[1]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (

γ R)
p
は 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ R [1],aγ R [2],… ,aγ R [p]を 高 精 度 で 近 似 す る 系 列 で あ

る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 と こ ろ が 、 従 来 の 符 号 化 装 置 の Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 で は 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [

1],^θ [2],… ,^θ [p]と Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]と の 歪 が 最 小 と な る よ

う に 符 号 化 処 理 が 行 わ れ る 。 こ れ は 、 聴 感 覚 を 考 慮 し て い な い （ す な わ ち 、 補 正 係 数 γ R

で 平 滑 化 し て い な い ） パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 を 高 精 度 で 近 似 す る よ う に 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ

ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 決 定 し て い る こ と を 意 味 す る 。 ゆ え に 、 量 子 化 済

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]か ら 生 成 さ れ る 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係

数 列 ^a[1]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (γ R)

p
と 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ R [1],aγ

R [2],… ,aγ R [p]と の 歪 は 最 小 と は な ら ず 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 の 符 号 化 歪 が 大 き く な っ

て し ま う 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 周 波 数 領 域 の 符 号 化 と 時 間 領 域 の 符 号 化 を 入 力 音 響 信 号 の 特 性 に 応

じ て 切 り 替 え て 用 い る 符 号 化 技 術 に お い て 、 周 波 数 領 域 の 符 号 化 の 符 号 化 歪 を 従 来 よ り も

小 さ く し 、 か つ 、 時 間 領 域 の 符 号 化 で 用 い る 前 フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ に 対

応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を 周 波 数 領 域 の 符 号 化 で 得 ら れ た 線 形 予 測 係 数 や Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー

タ な ど に 代 表 さ れ る 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 係 数 か ら 得 ら れ る よ う に し た 符 号 化 技 術 を 提 供

す る こ と で あ る 。 こ の 発 明 の 目 的 は ま た 、 上 記 の 符 号 化 技 術 で 用 い ら れ る よ う な 、 線 形 予

測 係 数 と 等 価 な 係 数 か ら 、 平 滑 化 の 度 合 の 異 な る 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 係 数 を 生 成 す る こ

と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 の 第 一 の 態 様 の 符 号 化 方 法 は 、 pを １ 以 上 の 整

数 と し 、 a[1],a[2],… ,a[p]を 所 定 の 時 間 区 間 の 音 信 号 を 線 形 予 測 分 析 し て 得 ら れ る 線 形
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予 測 係 数 列 と し 、 ω [1],ω [2],… ,ω [p]を 、 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]に 由 来 す

る Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 、 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]に 由 来 す る Ｉ Ｓ Ｆ パ ラ メ ー タ

列 、 の い ず れ か と し 、 γ 1及 び γ 2を そ れ ぞ れ １ 以 下 の 正 の 定 数 と し 、 Kを 予 め 定 め ら れ た

、 対 角 要 素 と 、 行 方 向 に お い て 対 角 要 素 に 隣 接 す る 要 素 と が 非 零 の 値 を 持 つ p-1× p-1の 帯

行 列 と し 、 次 式 に よ り 定 義 さ れ る 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 ω [1], ω [2],… , ω [p

-1]を 生 成 す る パ ラ メ ー タ 列 変 換 ス テ ッ プ を 含 む 。

【 ０ ０ ５ １ 】

【 数 ６ 】

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の 発 明 の 符 号 化 技 術 に よ れ ば 、 周 波 数 領 域 の 符 号 化 の 符 号 化 歪 を 従 来 よ り も 小 さ く し

、 か つ 、 時 間 領 域 の 符 号 化 で 用 い る 前 フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ に 対 応 す る Ｌ

Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を 周 波 数 領 域 の 符 号 化 で 得 ら れ た 線 形 予 測 係 数 や Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ な ど に

代 表 さ れ る 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 係 数 か ら 得 ら れ る 。 ま た 、 上 記 の 符 号 化 技 術 で 用 い ら れ

る よ う な 、 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な 係 数 か ら 、 平 滑 化 の 度 合 の 異 な る 線 形 予 測 係 数 と 等 価 な

係 数 を 生 成 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 従 来 の 符 号 化 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 従 来 の 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 符 号 化 装 置 と 復 号 装 置 の 関 係 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 性 質 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 性 質 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 性 質 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る

。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ

る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 第 三 実 施 形 態 の 復 号 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 第 四 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 第 四 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 第 五 実 施 形 態 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 の 機 能 構 成 を 例 示
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す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に 用 い る 図 面 中 に お い

て 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 部 や 同 じ 処 理 を 行 う ス テ ッ プ に は 同 一 の 符 号 を 記 し 、 重 複 説 明 を

省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

［ 第 一 実 施 形 態 ］

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 は 、 時 間 領 域 で の 符 号 化 を 行 う フ レ ー ム で は 線 形 予 測 係 数 か

ら 変 換 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を 符 号 化 し て Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 を 得 て 、 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 を

行 う フ レ ー ム で は 補 正 さ れ た 線 形 予 測 係 数 か ら 変 換 さ れ た 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を 符 号

化 し て 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 を 得 て 、 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 を 行 っ た フ レ ー ム の 次 の フ レ ー ム

で 時 間 領 域 で の 符 号 化 を 行 う と き に は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ に

対 応 す る 線 形 予 測 係 数 を 逆 補 正 し て 得 ら れ る 線 形 予 測 係 数 を Ｌ Ｓ Ｐ に 変 換 し た も の を 次 の

フ レ ー ム の 時 間 領 域 で の 符 号 化 で 用 い る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 は 、 時 間 領 域 で の 復 号 を 行 う フ レ ー ム で は Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 を 復 号 し

て 得 ら れ る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ か ら 変 換 さ れ た 線 形 予 測 係 数 を 得 て 時 間 領 域 で の 復 号 に 用 い

、 周 波 数 領 域 で の 復 号 を 行 う フ レ ー ム で は 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 を 復 号 し て 得 ら れ る 補 正 さ れ

た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を 周 波 数 領 域 で の 復 号 に 用 い 、 周 波 数 領 域 で の 復 号 を 行 っ た フ レ ー ム

の 次 の フ レ ー ム で 時 間 領 域 で の 復 号 を 行 う と き に は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 を 逆 補 正 し て 得 ら れ る 線 形 予 測 係 数 を Ｌ Ｓ Ｐ に 変 換 し

た も の を 次 の フ レ ー ム の 時 間 領 域 で の 復 号 で 用 い る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 及 び 復 号 装 置 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 符 号 化 装 置 １ に 入 力

さ れ た 入 力 音 響 信 号 が 符 号 列 に 符 号 化 さ れ 、 そ の 符 号 列 が 符 号 化 装 置 １ か ら 復 号 装 置 ２ へ

送 ら れ 、 復 号 装 置 ２ に よ り 符 号 列 が 復 号 音 響 信 号 に 復 号 さ れ 出 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

＜ 符 号 化 装 置 ＞

　 符 号 化 装 置 １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 従 来 の 符 号 化 装 置 ９ と 同 様 に 、 入 力 部 １ ０ ０ 、 線

形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ １ ０ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０

、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ 、 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ 及 び 出 力 部 １

７ ５ を 例 え ば 含 み 、 さ ら に 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３ ０ 、 補

正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ 、 第 １ 量 子 化 済 平 滑 化 済

パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ５ 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 １ ５ ５ 、 逆 補 正

済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ を 例 え ば 含 む 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 符 号 化 装 置 １ は 、 例 え ば 、 中 央 演 算 処 理 装 置 （ Central Processing Unit、 Ｃ Ｐ Ｕ ） 、

主 記 憶 装 置 （ Random Access Memory、 Ｒ Ａ Ｍ ） な ど を 有 す る 公 知 ま た は 専 用 の コ ン ピ ュ ー

タ に 特 別 な プ ロ グ ラ ム が 読 み 込 ま れ て 構 成 さ れ た 特 別 な 装 置 で あ る 。 符 号 化 装 置 １ は 、 例

え ば 、 中 央 演 算 処 理 装 置 の 制 御 の も と で 各 処 理 を 実 行 す る 。 符 号 化 装 置 １ に 入 力 さ れ た デ

ー タ や 各 処 理 で 得 ら れ た デ ー タ は 、 例 え ば 、 主 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ 、 主 記 憶 装 置 に 格 納 さ

れ た デ ー タ は 必 要 に 応 じ て 読 み 出 さ れ て 他 の 処 理 に 利 用 さ れ る 。 ま た 、 符 号 化 装 置 １ の 各

処 理 部 の 少 な く と も 一 部 が 集 積 回 路 等 の ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 ４ に 示 す と お り 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 １ は 、 従 来 の 符 号 化 装 置 ９ と 比 較 す る と

、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ で 抽 出 し た 特 徴 量 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音

響 信 号 の 時 間 変 動 が 小 さ い 場 合 ） に は 、 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ

メ ー タ に 変 換 し た 系 列 で あ る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]を 符 号 化 し て Ｌ Ｓ

Ｐ 符 号 C1を 出 力 す る 代 わ り に 、 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ R [1],aγ R [2],… ,aγ R [p]を Ｌ Ｓ
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Ｐ パ ラ メ ー タ に 変 換 し た 系 列 で あ る 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1],θ γ R [2],… ,θ

γ R [p]を 符 号 化 し て 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ が 出 力 さ れ る 点 が 異 な る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 第 一 実 施 形 態 の 構 成 で は 、 前 の フ レ ー ム に お い て 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ で 抽 出 し た 特 徴 量

が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ か っ た 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 小 さ か っ た 場 合

） に は 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]が 生 成 さ れ な い た め 、 遅

延 入 力 部 １ ６ ５ に 入 力 す る こ と が で き な い 。 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 １ ５ ５ 及 び 逆

補 正 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ は そ の た め に 追 加 さ れ た 処 理 部 で あ り 、 前 の フ レ ー ム に お い て 特

徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ で 抽 出 し た 特 徴 量 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ か っ た 場 合 （ す な わ ち 、 入 力 音

響 信 号 の 時 間 変 動 が 小 さ か っ た 場 合 ） に 、 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ R [1],^aγ R

[2],… ,^aγ R [p]か ら 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ で 用 い る 前 の フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]の 近 似 値 の 系 列 を 生 成 す る も の で あ る 。 こ こ で は

、 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]が 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ

ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]の 近 似 値 の 系 列 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

＜ 符 号 化 方 法 ＞

　 図 ５ を 参 照 し て 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 上 述 の 従 来 技 術 と

の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ５ に お い て 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ は 、 線 形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ か ら

出 力 さ れ た 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ， a[p]の 各 係 数 a[i]（ i=1,… ,p） に 補 正 係 数 γ R

の i乗 を 乗 じ た 係 数 aγ R [i]=a[i]× γ R
i
の 系 列 を 求 め て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 求 め

た 系 列 aγ R [1],aγ R [2],… ,aγ R [p]を 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ R [1],aγ R [2],… ,a

γ R [p]は 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に お い て 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３ ０ は 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５

か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ R [1],aγ R [2],… ,aγ R [p]に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ

メ ー タ の 系 列 で あ る 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1],θ γ R [2],… ,θ γ R [p]を 求 め て

出 力 す る 。 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1],θ γ R [2],… ,θ γ R [p]は 、 値 が 小 さ い 順

に 並 ん だ 系 列 で あ る 。 つ ま り 、

　 　 　 0<θ γ R [1]<θ γ R [2]<… <θ γ R [p]<π

を 満 た す 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３ ０ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1],θ γ R [2

],… ,θ γ R [p]は 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に お い て 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３

０ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1],θ γ R [2],… ,θ γ R [p]を 符 号 化 し

、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ と 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ に 対 応 す る 量 子 化 さ れ た 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ

ラ メ ー タ の 系 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 生 成 し て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は

、 系 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ か ら 出 力 さ れ る 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R

[1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]は 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ へ 入 力 さ れ る 。 ま た 、

補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ か ら 出 力 さ れ る 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ は 出 力 部 １ ７ ５ へ 入 力

さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号
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化 部 １ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^

θ γ R [p]か ら 線 形 予 測 係 数 の 系 列 ^aγ R [1],^aγ R [2],… ,^aγ R [p]を 生 成 し て 出 力 す る 。

以 降 の 説 明 で は 、 系 列 ^aγ R [1],^aγ R [2],… ,^aγ R [p]を 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列

と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ

[1],^aγ [2],… ,^aγ [p]は 第 １ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ５

及 び 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 １ ５ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ５ に お い て 、 第 １ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １

４ ５ は 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数

列 ^aγ R [1],^aγ R [2],… ,^aγ R [p]の 各 係 数 ^aγ R [i]を 用 い て 、 式 （ ８ ） に よ り 、 量 子 化

済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]を 生 成 し て 出 力 す

る 。

【 数 ７ 】

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 第 １ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ５ か ら 出 力 さ れ る 量 子 化 済

平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]は 周 波 数 領 域 符 号 化

部 １ ５ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ の 処 理 は 、 近 似 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1]

, W γ R [2],… , W γ R [N]の 代 わ り に 、 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1

],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]を 用 い る 点 を 除 い て は 、 従 来 の 符 号 化 装 置 ９ の 周 波 数 領 域 符 号 化

部 １ ５ ０ の 処 理 と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ５ に お い て 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 １ ５ ５ は 、 量 子 化 済 線 形 予

測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ R [1],^aγ R [2],…

,^aγ R [p]の 各 値 ^aγ R [i]を 補 正 係 数 γ Rの i乗 で 除 算 し た 値 aγ [i]/(γ R)
i
の 系 列 ^aγ [1]/

(γ R),^aγ [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ [p]/(γ R)

p
を 求 め て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 系 列 ^aγ

[1]/(γ R),^aγ [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ [p]/(γ R)

p
を 逆 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 と 呼 ぶ 。 補 正 係

数 γ Rは 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ で 用 い た 補 正 係 数 γ Rと 同 じ 値 と す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 １ ５ ５ か ら 出 力 さ れ た 逆 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ [1]/

(γ R),^aγ [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ [p]/(γ R)

p
は 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ に お い て 、 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ は 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆

補 正 部 １ ５ ５ か ら 出 力 さ れ た 逆 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ [1]/(γ R),^aγ [2]/(γ R)
2
,… ,

^aγ [p]/(γ R)
p
か ら Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]を 求 め て 出

力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]を 逆

補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と 呼 ぶ 。 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^

θ ＇ [p]は 、 値 が 小 さ い 順 に 並 ん だ 系 列 で あ る 。 つ ま り 、

　 　 　 0<^θ ＇ [1]<^θ ＇ [2]<… <^θ ＇ [p]<π

を 満 た す 系 列 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ か ら 出 力 さ れ た 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ ^θ ＇ [1],^θ ＇
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[2],… ,^θ ＇ [p]は 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と し て 遅 延 入 力

部 １ ６ ５ へ 入 力 さ れ る 。 つ ま り 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]

を 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]で 代 用 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ５ に お い て 、 符 号 化 装 置 １ は 、 出 力 部 １ ７ ５ を 介 し て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部

１ １ ５ の 出 力 す る Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1と 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ の 出 力 す る 識 別 符 号 Cgと 、 補 正 済

Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ の 出 力 す る 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ と 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ の

出 力 す る 周 波 数 領 域 信 号 符 号 ま た は 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ の 出 力 す る 時 間 領 域 信 号 符 号

の い ず れ か と 、 を 復 号 装 置 ２ へ 送 信 す る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

＜ 復 号 装 置 ＞

　 復 号 装 置 ２ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 入 力 部 ２ ０ ０ 、 識 別 符 号 復 号 部 ２ ０ ５ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号

復 号 部 ２ １ ０ 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ 、 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０ 、 第 １ 復

号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ５ 、 周 波 数 領 域 復 号 部 ２ ３ ０ 、 復 号 線 形

予 測 係 数 逆 補 正 部 ２ ３ ５ 、 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ 、 遅 延 入 力 部 ２ ４ ５ 、 時 間 領

域 復 号 部 ２ ５ ０ 及 び 出 力 部 ２ ５ ５ を 例 え ば 含 む 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 復 号 装 置 ２ は 、 例 え ば 、 中 央 演 算 処 理 装 置 （ Central Processing Unit、 Ｃ Ｐ Ｕ ） 、 主

記 憶 装 置 （ Random Access Memory、 Ｒ Ａ Ｍ ） な ど を 有 す る 公 知 ま た は 専 用 の コ ン ピ ュ ー タ

に 特 別 な プ ロ グ ラ ム が 読 み 込 ま れ て 構 成 さ れ た 特 別 な 装 置 で あ る 。 復 号 装 置 ２ は 、 例 え ば

、 中 央 演 算 処 理 装 置 の 制 御 の も と で 各 処 理 を 実 行 す る 。 復 号 装 置 ２ に 入 力 さ れ た デ ー タ や

各 処 理 で 得 ら れ た デ ー タ は 、 例 え ば 、 主 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ 、 主 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ た デ

ー タ は 必 要 に 応 じ て 読 み 出 さ れ て 他 の 処 理 に 利 用 さ れ る 。 ま た 、 復 号 装 置 ２ の 各 処 理 部 の

少 な く と も 一 部 が 集 積 回 路 等 の ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ８ １ 】

＜ 復 号 方 法 ＞

　 図 ７ を 参 照 し て 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 方 法 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ に お い て 、 復 号 装 置 ２ に 、 符 号 化 装 置 １ が 生 成 し た 符 号 列 が 入 力 さ れ

る 。 符 号 列 に は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1と 、 識 別 符 号 Cgと 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ と 、 周 波 数 領 域

信 号 符 号 ま た は 時 間 領 域 信 号 符 号 の い ず れ か と 、 が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て 、 識 別 符 号 復 号 部 ２ ０ ５ は 、 入 力 さ れ た 符 号 列 に 含 ま れ る 識

別 符 号 Cgが 周 波 数 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 に 対 応 す る 場 合 に は 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部

２ １ ５ が 次 の 処 理 を 実 行 し 、 識 別 符 号 Cgが 時 間 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 に 対 応 す る 場 合

に は Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ０ が 次 の 処 理 を 実 行 す る よ う 制 御 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ 、 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０ 、 第 １ 復 号 平 滑 化 済 パ

ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ５ 、 周 波 数 領 域 復 号 部 ２ ３ ０ 、 復 号 線 形 予 測 係 数 逆 補

正 部 ２ ３ ５ 及 び 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た 符 号 列 に 含 ま れ る 識 別 符

号 Cgが 周 波 数 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 に 対 応 す る 場 合 に 実 行 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６

） 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ５ に お い て 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ は 、 入 力 さ れ た 符 号 列 に 含

ま れ る 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ を 復 号 し て 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [

2],… ,^θ γ R [p]を 得 て 出 力 す る 。 す な わ ち 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ

メ ー タ の 列 で あ る 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 得

て 出 力 す る 。 こ こ で 得 ら れ る 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ

γ R [p]は 、 符 号 化 装 置 １ が 出 力 し た 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ が 符 号 誤 り 等 の 影 響 を 受 け ず に

正 確 に 復 号 装 置 ２ へ 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 符 号 化 装 置 １ が 生 成 す る 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ
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パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]と 同 じ で あ る た め 同 じ 記 号 を 用 い る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ か ら 出 力 さ れ た 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1

],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]は 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０ は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ か ら 出 力 さ れ た 復 号

補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]か ら 線 形 予 測 係 数 の 系 列 ^a

γ R [1],^aγ R [2],… ,^aγ R [p]を 生 成 し て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 系 列 ^aγ R [1],^aγ

R [2],… ,^aγ R [p]を 復 号 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ R [1],^aγ R [2],

… ,^aγ R [p]は 第 １ 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ５ 及 び 復 号 線 形 予

測 係 数 逆 補 正 部 ２ ３ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 第 １ 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ５ は 、 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部

２ ２ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ R [1],^aγ R [2],… ,^aγ R [p]の 各 係

数 ^aγ R [i]を 用 い て 、 式 （ ８ ） に よ り 、 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1]

,^W γ R [2],… ,^W γ R [N]を 生 成 し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 第 １ 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ５ か ら 出 力 さ れ る 復 号 平 滑 化 済

パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]は 周 波 数 領 域 復 号 部 ２ ３ ０ へ

入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ０ に お い て 、 周 波 数 領 域 復 号 部 ２ ３ ０ は 、 入 力 さ れ た 符 号 列 に 含 ま れ る

周 波 数 領 域 信 号 符 号 を 復 号 し て 復 号 正 規 化 済 周 波 数 領 域 信 号 列 X N [1],X N [2],… ,X N [N]を 求

め る 。 次 に 、 周 波 数 領 域 復 号 部 ２ ３ ０ は 、 復 号 正 規 化 済 周 波 数 領 域 信 号 列 X N [1],X N [2],…

,X N [N]の 各 値 X N [n]（ n=1,… ,N） に 、 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W

γ R [2],… ,^W γ R [N]の 各 値 ^W γ R [n]の 平 方 根 を 乗 じ る こ と に よ り 、 復 号 周 波 数 領 域 信 号 列

X[1],X[2],… ,X[N]を 得 て 出 力 す る 。 つ ま り 、 X[n]=X N [n]× sqrt(^W γ R [n])を 計 算 す る 。

そ し て 、 復 号 周 波 数 領 域 信 号 列 X[1],X[2],… ,X[N]を 時 間 領 域 に 変 換 し て 復 号 音 響 信 号 を

得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ５ に お い て 、 復 号 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 ２ ３ ５ は 、 復 号 線 形 予 測 係 数 生

成 部 ２ ２ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ R [1],^aγ R [2],… ,^aγ R [p]の

各 値 ^aγ R [i]を 補 正 係 数 γ Rの i乗 で 除 算 し た 値 ^aγ [i]/(γ R)
i
の 系 列 ^aγ R [1]/(γ R),^a

γ R [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ R [p]/(γ R)

p
を 求 め て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 系 列 ^aγ R [1]/(

γ R),^aγ R [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ R [p]/(γ R)

p
を 復 号 逆 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 と 呼 ぶ 。 補 正

係 数 γ Rは 、 符 号 化 装 置 １ の 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ で 用 い た 補 正 係 数 γ Rと 同 じ 値 と す

る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 復 号 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 ２ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た 復 号 逆 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 ^aγ R [1]

/(γ R),^aγ R [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ R [p]/(γ R)

p
は 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ へ 入 力

さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ０ に お い て 、 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ は 、 復 号 逆 補 正 済 線 形 予

測 係 数 列 ^aγ R [1]/(γ R),^aγ R [2]/(γ R)
2
,… ,^aγ R [p]/(γ R)

p
か ら Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の

系 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]を 求 め て 出 力 す る 。 以 降 の 説 明 で は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ

ー タ の 系 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]を 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ ^θ ＇ [
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1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]は 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と し て 遅 延

入 力 部 ２ ４ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ０ 、 遅 延 入 力 部 ２ ４ ５ 及 び 時 間 領 域 復 号 部 ２ ５ ０ は 、 入 力 さ れ た

符 号 列 に 含 ま れ る 識 別 符 号 Cgが 時 間 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 に 対 応 す る 場 合 に 実 行 さ れ

る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ） 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ０ は 、 入 力 さ れ た 符 号 列 に 含 ま れ る

Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1を 復 号 し て 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 得 て 出 力 す

る 。 す な わ ち 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 列 で あ る 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー

タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ

[p]は 遅 延 入 力 部 ２ ４ ５ 及 び 時 間 領 域 復 号 部 ２ ５ ０ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ５ に お い て 、 遅 延 入 力 部 ２ ４ ５ は 、 入 力 さ れ た 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列

^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 保 持 し て お き 、 １ フ レ ー ム 分 遅 延 さ せ て 時 間 領 域 復 号 部 ２ ５

０ に 出 力 す る 。 例 え ば 、 現 在 の フ レ ー ム が f番 目 の フ レ ー ム で あ れ ば 、 f-1番 目 の フ レ ー ム

の 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ
[ f - 1 ]

[1],^θ
[ f - 1 ]

[2],… ,^θ
[ f - 1 ]

[p]を 時 間 領 域 符 号 化 部

２ ５ ０ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 な お 、 入 力 さ れ た 符 号 に 含 ま れ る 識 別 符 号 Cgが 周 波 数 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 に 対 応

す る 場 合 に は 、 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ

メ ー タ 列 ^θ ＇ [1],^θ ＇ [2],… ,^θ ＇ [p]が 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^

θ [p]と し て 遅 延 入 力 部 ２ ４ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ０ に お い て 、 時 間 領 域 復 号 部 ２ ５ ０ は 、 入 力 さ れ た 符 号 列 に 含 ま れ る 時

間 領 域 信 号 符 号 か ら 、 適 応 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形 及 び 固 定 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形 を 特 定 す

る 。 特 定 さ れ た 適 応 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形 及 び 固 定 符 号 帳 に 含 ま れ る 波 形 を 合 成 し た 信 号

に 合 成 フ ィ ル タ を 適 用 し て ス ペ ク ト ル 包 絡 の 影 響 を 取 り 除 い た 合 成 信 号 を 求 め 、 求 め た 合

成 信 号 を 復 号 音 響 信 号 と し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 合 成 フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 は 、 f番 目 の フ レ ー ム の 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^

θ [2],… ,^θ [p]及 び f-1番 目 の フ レ ー ム の 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ
[ f - 1 ]

[1],^θ
[ f - 1 ]

[2],… ,^θ
[ f - 1 ]

[p]を 用 い て 生 成 す る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 フ レ ー ム を ２ つ の サ ブ フ レ ー ム に 分 割 し 、 以 下 の よ う に 合 成 フ ィ ル

タ の フ ィ ル タ 係 数 を 決 定 す る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 後 半 の サ ブ フ レ ー ム で は 、 合 成 フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 に は 、 f番 目 の フ レ ー ム の 復 号

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 線 形 予 測 係 数 に 変 換 し た 係 数 列 で あ る 復

号 線 形 予 測 係 数 ^a[1],^a[2],… ,^a[p]の 各 係 数 ^a[i]に 補 正 係 数 γ Rの i乗 を 乗 じ た 値 の 系

列

　 　 　 ^a[1]× (γ R),^a[2]× (γ R)
2
,… ,^a[p]× (γ R)

p

を 用 い る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 前 半 の サ ブ フ レ ー ム で は 、 合 成 フ ィ ル タ の フ ィ ル タ 係 数 に は 、 f番 目 の フ レ ー ム の 復 号

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]の 各 値 ^θ [i]と f-1番 目 の フ レ ー ム の 復 号 Ｌ

Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ
[ f - 1 ]

[1],θ
[ f - 1 ]

[2],… ,θ
[ f - 1 ]

[p]の 各 値 ^θ
[ f - 1 ]

[i]と の 中 間 の 値

の 系 列 で あ る 復 号 補 間 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1], θ [2],… , θ [p]を 線 形 予 測 係 数 に
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変 換 し た 係 数 列 で あ る 復 号 補 間 済 線 形 予 測 係 数 a[1], a[2],… , a[p]の 各 係 数 a[i]に 補

正 係 数 γ Rの i乗 を 乗 じ た 値 の 系 列

　 　 　 a[1]× (γ R), a[2]× (γ R)
2
,… , a[p]× (γ R)

p

を 用 い る 。 つ ま り 、

　 　 　 θ [i]=0.5× ^θ
[ f - 1 ]

[i]+0.5× ^θ [i]（ i=1,… ,p）

で あ る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 の 効 果 ＞

　 符 号 化 装 置 １ の 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ で は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1]

,θ γ R [2],… ,θ γ R [p]と 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^

θ γ R [p]と の 量 子 化 歪 を 最 小 化 す る よ う な 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],

^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 求 め る 。 こ れ に よ り 、 聴 感 覚 を 考 慮 し た （ す な わ ち 、 補 正 係 数

γ Rで 平 滑 化 し た ） パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 を 高 精 度 で 近 似 す る よ う に 補 正 済 量 子 化 済

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 決 定 す る こ と が で き る 。 補 正 済

量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 周 波 数 領 域 に 展 開 し て

得 ら れ る パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 で あ る 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W

γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]は 、 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W γ R [1],W γ R [2],

… ,W γ R [N]を 高 精 度 で 近 似 す る こ と が で き る 。 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1と 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ の 符

号 量 が 同 じ で あ れ ば 、 第 一 実 施 形 態 の 方 が 従 来 よ り も 周 波 数 領 域 の 符 号 化 の 符 号 化 歪 を 小

さ く で き る 。 ま た 、 従 来 の 符 号 化 方 法 と 同 じ 符 号 化 歪 を 仮 定 し た 場 合 は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 C1よ

り も 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 Cγ の 方 が 従 来 よ り も 符 号 量 が 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 従 来 と 同

じ 符 号 化 歪 で あ れ ば 従 来 よ り も 符 号 量 を 小 さ く し 、 従 来 と 同 じ 符 号 量 で あ れ ば 従 来 よ り も

符 号 化 歪 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

［ 第 二 実 施 形 態 ］

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 １ 及 び 復 号 装 置 ２ で は 、 特 に 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ 、

復 号 逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ の 計 算 コ ス ト が 大 き い 。 そ こ で 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化

装 置 ３ で は 、 線 形 予 測 係 数 を 経 由 す る こ と な く 、 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ

γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]か ら 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [

p]の 各 値 の 近 似 値 の 系 列 で あ る 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,…

,^θ [p] a p p を 直 接 生 成 す る 。 同 様 に 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ４ で は 、 線 形 予 測 係 数 を 経

由 す る こ と な く 、 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]か ら

復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]の 各 値 の 近 似 値 の 系 列 で あ る 復 号 近 似

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 直 接 生 成 す る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

＜ 符 号 化 装 置 ＞

　 図 ８ に 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ の 機 能 構 成 を 示 す 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 符 号 化 装 置 ３ は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 １ と 比 較 し て 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補

正 部 １ ５ ５ 、 逆 補 正 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ を 含 ま ず 、 代 わ り に Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ を 含

む 点 が 異 な る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ で は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 性 質 を 利 用 し て 、 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ

Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]に 近 似 的 な 線 形 変 換 を 施 し て 、 近 似

量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 生 成 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 ま ず 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 性 質 を 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ で は 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 を 近 似 変 換 の 対 象 と

す る が 、 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 系 列 の 性 質 は 、 量 子 化 さ れ て い な い Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ
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メ ー タ 列 の 性 質 と 基 本 的 に 同 じ で あ る た め 、 ま ず 、 量 子 化 さ れ て い な い Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ

列 の 性 質 を 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]は 入 力 音 響 信 号 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 と 相

関 性 の あ る 周 波 数 領 域 の パ ラ メ ー タ 列 で あ る 。 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 各 値 は 入 力 音 響 信 号

の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 極 値 の 周 波 数 位 置 と 相 関 す る 。 θ [i]と θ [i+1]の 間 の 周 波 数 位

置 に パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 極 値 が 存 在 し 、 こ の 極 値 の 周 り の 接 線 の 傾 き が 急 峻 で あ る ほ

ど θ [i]と θ [i+1]と の 間 隔 （ つ ま り 、 θ [i+1]-θ [i]の 値 ） が 小 さ く な る 。 す な わ ち 、 パ

ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 が 急 峻 で あ る ほ ど 、 各 i（ i=1,2,… ,p-1） に つ い て 、 θ [

i]と θ [i+1]と の 間 隔 が 不 均 一 に な る 。 逆 に 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 凹 凸 が ほ と ん ど な

い 場 合 は 、 各 iに つ い て 、 θ [i]と θ [i+1]と の 間 隔 が 均 等 間 隔 に 近 く な る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 補 正 係 数 γ が 小 さ い ほ ど 、 式 （ ７ ） で 定 義 さ れ る 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 W

γ [1],W γ [2],… ,W γ [N]の 振 幅 の 凹 凸 は 、 式 （ ６ ） で 定 義 さ れ る パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系

列 W[1],W[2],… ,W[N]の 振 幅 の 凹 凸 と 比 較 し て な だ ら か に な る 。 し た が っ て 、 補 正 係 数 γ

の 値 が 小 さ い ほ ど θ [i]と θ [i+1]と の 間 隔 が 均 等 間 隔 に 近 く な る と 言 え る 。 な お 、 γ の 影

響 が な い （ γ =0の ） と き は 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 が 平 坦 な 場 合 に 相 当 す る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 補 正 係 数 γ =0と し た と き の 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ θ γ = 0 [1],θ γ = 0 [2],… ,θ γ = 0 [p]

は 、

【 数 ８ 】

と な り 、 す べ て の i=1,… ,p-1に つ い て θ [i]と θ [i+1]の 間 隔 が 等 間 隔 に な る 。 ま た 、 γ =1

と し た と き 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ = 1 [1],θ γ = 1 [2],… ,θ γ = 1 [p]と Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ

メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]は 等 価 で あ る 。 な お 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ は 、

　 　 　 0<θ γ [1]<θ γ [2]… <θ γ [p]<π

の 性 質 を 満 た す 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 図 ９ は 、 補 正 係 数 γ と 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ θ γ [i]（ i=1,2,… ,p） の 関 係 の 一 例 で

あ る 。 横 軸 は 補 正 係 数 γ の 値 で あ り 、 縦 軸 は 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 を 表 す 。 予 測 次

数 p=16と し て 、 下 か ら 順 に θ γ [1],θ γ [2],… ,θ γ [16]の 値 を 図 示 し た も の で あ る 。 各

θ γ [i]の 値 は 、 あ る 音 声 音 響 信 号 を 線 形 予 測 分 析 し て 得 た 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,

a[p]を 用 い て 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ と 同 様 の 処 理 に よ り 、 各 γ の 値 ご と に 補 正 済 線

形 予 測 係 数 列 aγ [1],aγ [2],… ,aγ [p]を 求 め 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３ ０ と 同 様 の 処 理

に よ り 、 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ [1],aγ [2],… ,aγ [p]を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ に 変 換 し て

得 た も の で あ る 。 な お 、 γ =1の と き の θ γ = １ [i]は θ [i]と 等 価 で あ る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 図 ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 0<γ <1と し て 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ θ γ [i]は 、 θ γ = 0 [i]と

θ γ = 1 [i]の 内 分 点 に な る 。 横 軸 を 補 正 係 数 γ の 値 と し 、 縦 軸 を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 と

す る 二 次 元 平 面 に お い て 、 各 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ θ γ [i]は 、 局 所 的 に 見 れ ば γ の 増 加 ま た

は 減 少 に 対 し て 線 形 な 関 係 に あ る 。 異 な る ２ つ の 補 正 係 数 γ 1、 γ 2（ 0<γ 1<γ 2≦ 1） と し

て 、 二 次 元 平 面 上 の 点 （ γ 1,θ γ １ [i]） と 点 （ γ 2,θ γ 2 [i]） を 結 ぶ 直 線 の 傾 き の 大 き

さ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ １ [1],θ γ １ [2],… ,θ γ １ [p]中 の θ γ １ [i]の 前 後 の Ｌ

Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ （ つ ま り 、 θ γ １ [i-1]と θ γ １ [i+1]） と θ γ １ [i]と の 相 対 的 な 間 隔 と

相 関 性 が あ る 。 具 体 的 に は 、

【 ０ １ １ ８ 】

【 数 ９ 】
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で あ る 場 合 、

【 数 １ ０ 】

と い う 性 質 が 成 り 立 ち 、

【 ０ １ １ ９ 】

【 数 １ １ 】

で あ る 場 合 、

【 数 １ ２ 】

と い う 性 質 が 成 り 立 つ 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 式 （ ９ ） （ １ ０ ） は 、 θ γ １ [i]が θ γ １ [i+1]と θ γ １ [i-1]の 中 点 よ り も θ γ １ [i+1]

寄 り の 場 合 は 、 θ γ 2 [i]は さ ら に θ γ 2 [i+1]寄 り の 値 と な る こ と を 示 す （ 図 １ ０ 参 照 ） 。

こ の こ と は 、 横 軸 を γ の 値 と し 、 縦 軸 を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 と す る 二 次 元 平 面 上 に お け

る 点 （ 0,θ γ = 0 [i]） と 点 （ γ 1,θ γ 1 [i]） を 結 ぶ 直 線 L1の 傾 き よ り も 、 点 （ γ 1,θ γ 1 [i

]） と 点 （ γ 2,θ γ 2 [i]） を 結 ぶ 直 線 L2の 傾 き の 方 が 大 き い こ と を 意 味 す る （ 図 １ １ 参 照

） 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 式 （ １ １ ） （ １ ２ ） は 、 θ γ 1 [i]が θ γ 1 [i+1]と θ γ 1 [i-1]の 中 点 よ り も θ γ 1 [i-1]寄

り の と き は 、 θ γ 2 [i]は さ ら に θ γ 2 [i-1]寄 り の 値 と な る こ と を 示 す 。 こ の こ と は 、 横 軸

を γ の 値 と し 、 縦 軸 を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 と す る 二 次 元 平 面 上 に お け る 点 （ 0,θ γ = 0 [i

]） と 点 （ γ 1,θ γ 1 [i]） を 結 ぶ 直 線 の 傾 き よ り も 、 点 （ γ 1,θ γ 1 [i]） と 点 （ γ 2,θ γ 2

[i]） を 結 ぶ 直 線 の 傾 き の 方 が 小 さ い こ と を 意 味 す る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 以 上 の 性 質 に 基 づ け ば 、 θ γ 1 [1],θ γ 1 [2],… ,θ γ 1 [p]と θ γ 2 [1],θ γ 2 [2],… ,θ γ

2 [p]の 関 係 は 、 Θ γ 1 =(θ γ 1 [1],θ γ 1 [2],… ,θ γ 1 [p])
T
と し 、 Θ γ 2 =(θ γ 2 [1],θ γ 2 [

2],… ,θ γ 2 [p])
T
と し 、 式 （ １ ３ ） で モ デ ル 化 す る こ と が で き る 。

【 数 １ ３ 】

た だ し 、 Kは 式 （ １ ４ ） で 定 義 さ れ る p× p行 列 で あ る 。

【 数 １ ４ 】
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【 ０ １ ２ ３ 】

　 こ こ で は 、 0<γ 1、 γ 2≦ 1、 か つ 、 γ 1≠ γ 2で あ る 。 式 （ ９ ） ～ （ １ ２ ） で は γ 1<γ 2と

仮 定 し て 関 係 性 を 記 述 し た が 、 式 （ １ ３ ） の モ デ ル で は γ 1と γ 2の 大 小 関 係 に 制 限 は な く

、 γ 1<γ 2で あ っ て も γ 1>γ 2で あ っ て も よ い 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 行 列 Kは 対 角 成 分 と そ の 近 傍 の 要 素 の み 非 零 の 値 を 持 つ 帯 行 列 で あ り 、 対 角 成 分 に 対 応

す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ と そ れ に 隣 接 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ と の 間 に 成 り 立 つ 上 述 の 相 関 関

係 を 表 現 す る 行 列 で あ る 。 な お 、 式 （ １ ４ ） で は 帯 幅 ３ の 帯 行 列 を 例 示 し た が 、 帯 幅 は ３

に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 こ こ で 、

【 数 １ ５ 】

と す れ ば 、

　 　 　 Θ γ 2 =( θ γ 2 [1], θ γ 2 [２ ],… , θ γ 2 [p])
T

は Θ γ 2 の 近 似 値 で あ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 式 （ １ ３ ａ ） を 展 開 す る と 以 下 の 式 （ １ ５ ） が 得 ら れ る 。

【 数 １ ６ 】

た だ し 、 i=2,… ,p-1と す る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 横 軸 を γ の 値 と し 、 縦 軸 を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 と す る 二 次 元 平 面 上 の 点 (γ 1,θ γ 1 [i

])と 点 (0,θ γ = 0 [i])を 結 ぶ 直 線 L1の 延 線 上 の γ 2に 対 応 す る 縦 軸 の 値 、 つ ま り 、 θ γ 1 [i]

と θ γ = 0 [i]を 結 ぶ 直 線 L1の 傾 き か ら 直 線 近 似 し た と き の γ 2に 対 応 す る 縦 軸 の 値 を
－

θ γ

2 [i]と す る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 す る と 、

【 数 １ ７ 】

が 成 り 立 つ 。 γ 1>γ 2な ら ば 直 線 補 間 、 γ 1<γ 2な ら ば 直 線 外 挿 を 意 味 す る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 式 （ １ ４ ） に お い て 、

【 数 １ ８ 】

と す れ ば 、 θ γ 2 [i]=
－

θ γ 2 [i]と な り 、 式 （ １ ３ ａ ） の モ デ ル に よ り 得 ら れ る θ γ 2 [i

]は 、 二 次 元 平 面 上 の 点 (γ 1,θ γ 1 [i])と 点 (0,θ γ = 0 [i])を 結 ぶ 直 線 に よ り 直 線 近 似 し た

場 合 の γ 2に 対 応 す る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 の 推 定 値
－

θ γ 2 [i]と 一 致 す る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 u i ,v i を １ 以 下 の 正 の 値 と し て 、 上 述 の 式 （ １ ４ ） に お い て 、

【 数 １ ９ 】

と す れ ば 、 式 （ １ ５ ） は 以 下 の よ う に 書 き 換 え る こ と が で き る 。
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【 数 ２ ０ 】

【 ０ １ ３ ０ 】

　 式 （ １ ７ ） は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ 1 [1],θ γ 1 [2],… ,θ γ 1 [p]中 の i番 目 の Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ θ γ 1 [i]の 前 後 の Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 値 と の 差 （ す な わ ち 、 θ γ 1 [i]-θ γ 1 [i

-1]と θ γ 1 [i+1]-θ γ 1 [i]） の 重 み 付 け で
－

θ γ 2 [i]の 値 を 補 正 し 、 θ γ 2 [i]を 得 る こ

と を 意 味 す る 。 つ ま り 、 上 述 の 式 （ ９ ） ～ （ １ ２ ） の よ う な 相 関 性 が 式 （ １ ３ ａ ） の 行 列

Kの 帯 部 分 の 要 素 （ 非 零 要 素 ） に 反 映 さ れ て い る こ と に な る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 な お 、 式 （ １ ３ ａ ） に よ り 得 ら れ る θ γ 2 [1], θ γ 2 [2],… , θ γ 2 [p]は 線 形 予 測 係 数

列 a[1]× (γ 2),… ,a[p]× (γ 2)
p
を Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ に 変 換 し た と き の Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ

の 値 θ γ 2 [1],θ γ 2 [2],… ,θ γ 2 [p]の 近 似 値 （ 推 定 値 ） で あ る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 ま た 、 特 に γ 2>γ 1の 場 合 に は 、 式 （ １ ６ ） （ １ ７ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 式 （ １ ４

） の 行 列 Kは 対 角 成 分 が 正 の 値 を 持 ち 、 そ の 近 傍 の 要 素 が 負 の 値 を 持 つ 傾 向 が あ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 行 列 Kは 予 め 設 定 し て お く 行 列 で あ り 、 例 え ば 、 学 習 デ ー タ を 用 い て 予 め 学 習 し た も の

を 用 い る 。 行 列 Kの 学 習 方 法 に つ い て は 後 述 す る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ に 対 し て も 、 同 様 の 性 質 が 成 り 立 つ 。 つ ま り 、 式 （ １ ３

） に お け る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の ベ ク ト ル Θ γ 1 と Θ γ 2 を 、 そ れ ぞ れ 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ 列 の ベ ク ト ル ^Θ γ 1 と ^Θ γ 2 に 置 き 換 え る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 ^Θ γ 1

=(^θ γ 1 [1],^θ γ 1 [2],… ,^θ γ 1 [p])
T
と し 、 ^Θ γ 2 =(^θ γ 2 [1],^θ γ 2 [2],… ,^θ γ 2 [

p])
T
と し 、

【 数 ２ １ 】

が 成 り 立 つ 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 行 列 Kが 帯 行 列 で あ る た め 、 式 （ １ ３ ） （ １ ３ ａ ） （ １ ３ ｂ ） の 演 算 に 要 す る 計 算 コ ス

ト は 非 常 に 小 さ い 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ に 含 ま れ る Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ は 、 式 （ １ ３ ｂ ） に 基

づ い て 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]か ら 近 似 量

子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 生 成 す る 。 な お 、 補 正 済

量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 生 成 す る 際 に 用 い た 補

正 係 数 γ Rは 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ で 用 い ら れ る 補 正 係 数 γ Rと 同 じ で あ る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

＜ 符 号 化 方 法 ＞

　 図 １ ２ を 参 照 し て 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 上 述 の 実 施 形 態

と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ３ ８ 】
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　 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ の 処 理 は 第 一 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。 た だ し 、 補 正 済 Ｌ Ｓ

Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2

],… ,^θ γ R [p]は 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ に 加 え て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０

に も 入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ は 、 ^Θ γ 1 =(^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p])
T
と し て 、

【 数 ２ ２ 】

に よ り 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 求 め て 出 力

す る 。 つ ま り 、 式 （ １ ３ ｂ ） を 用 い て 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 近 似 値 の 系 列 ^θ [1]

a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 求 め る 。 な お 、 γ 1と γ 2は 定 数 で あ る の で 、 式 （ １ ８ ） の

行 列 Kに 代 え て 行 列 Kの 各 要 素 に （ γ 2-γ 1） を 乗 算 し て 得 ら れ る 行 列 K'を 用 い

【 数 ２ ３ 】

に よ り 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 求 め て も よ

い 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^

θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p が 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と し て

遅 延 入 力 部 １ ６ ５ へ 入 力 さ れ る 。 つ ま り 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ で は 、 前 の フ レ ー ム に

お い て 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ で 抽 出 し た 特 徴 量 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 （ す な わ ち 、 入

力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 小 さ い 場 合 。 す な わ ち 、 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 が 行 わ れ た 場 合 。

） に は 、 前 の フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 前 の フ

レ ー ム の 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p で 代 用 す る

。

＜ 復 号 装 置 ＞

　 図 １ ３ に 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ４ の 機 能 構 成 を 示 す 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 復 号 装 置 ４ は 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ２ と 比 較 し て 、 復 号 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 ２ ３

５ 、 復 号 逆 補 正 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 ２ ４ ０ を 含 ま ず 、 代 わ り に 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０ を 含

む 点 が 異 な る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

＜ 復 号 方 法 ＞

　 図 １ ４ を 参 照 し て 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 上 述 の 実 施 形 態 と

の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ の 処 理 は 第 一 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。 た だ し 、 補 正 済 Ｌ

Ｓ Ｐ 符 号 復 号 部 ２ １ ５ か ら 出 力 さ れ た 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2

],… ,^θ γ R [p]は 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０ に 加 え て 、 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０

に も 入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０ は 、 ^Θ γ 1 =(^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p])
T
と し て

、 式 （ １ ８ ） に よ り 復 号 近 似 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 求
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め て 出 力 す る 。 つ ま り 、 式 （ １ ３ ｂ ） を 用 い て 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 近 似 値 の 系 列 ^

θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 求 め る 。 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ と 同 様 に 、 式 （ １

８ ａ ） を 用 い て 復 号 近 似 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 求 め て

も よ い 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 復 号 近 似 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^

θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p が 、 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と し て 遅 延

入 力 部 ２ ４ ５ へ 入 力 さ れ る 。 つ ま り 、 時 間 領 域 復 号 部 ２ ５ ０ で は 、 前 の フ レ ー ム の 識 別 符

号 Cgが 周 波 数 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 に 対 応 す る 場 合 に は 、 前 の フ レ ー ム の 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を 前 の フ レ ー ム の 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ

列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p で 代 用 す る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

＜ 変 換 行 列 Kの 学 習 方 法 ＞

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ 及 び 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０ で 用 い る 変 換 行 列 Kは 、 以 下

の よ う な 方 法 に よ り 予 め 求 め て お き 、 符 号 化 装 置 ３ 及 び 復 号 装 置 ４ 内 の 記 憶 部 （ 図 示 せ ず

） に 格 納 し て お く 。

【 ０ １ ４ ７ 】

（ ス テ ッ プ １ ） 予 め 用 意 し た M個 の フ レ ー ム 単 位 の 音 声 音 響 信 号 の サ ン プ ル デ ー タ に つ い

て 、 各 サ ン プ ル デ ー タ を 線 形 予 測 分 析 し て 線 形 予 測 係 数 を 得 る 。 m番 目 （ 1≦ m≦ M） の サ ン

プ ル デ ー タ を 線 形 予 測 分 析 し て 得 た 線 形 予 測 係 数 列 を a
( m )

[1],a
( m )

[2],… ,a
( m )

[p]と 表 し

、 m番 目 の サ ン プ ル デ ー タ に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 列 a
( m )

[1],a
( m )

[2],… ,a
( m )

[p]と 呼 ぶ

。

【 ０ １ ４ ８ 】

（ ス テ ッ プ ２ ） 各 mに つ い て 、 線 形 予 測 係 数 列 a
( m )

[1],a
( m )

[2],… ,a
( m )

[p]か ら Ｌ Ｓ Ｐ パ

ラ メ ー タ θ γ = 1
( m )

[1],θ γ = 1
( m )

[2],… ,θ γ = 1
( m )

[p]を 求 め る 。 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ θ γ =

1
( m )

[1],θ γ = 1
( m )

[2],… ,θ γ = 1
( m )

[p]を Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ と 同 様 の 方 法 で 符 号 化 し

て 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ = 1
( m )

[1],^θ γ = 1
( m )

[2],… ,^θ γ = 1
( m )

[p]を 得 る

。

こ こ で 、

　 　 　 ^Θ
( m )

γ 1 =(^θ γ = 1
( m )

[1],… ,^θ γ = 1
( m )

[p])
T

と す る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

（ ス テ ッ プ ３ ） 各 mに つ い て 、 γ Lを 予 め 定 め た １ よ り 小 さ い 正 の 定 数 （ 例 え ば 、 γ L=0.92

） と し て 、 補 正 済 線 形 予 測 係 数

　 　 　 aγ
( m )

[i]=a
( m )

[i]× (γ L)
i

を 計 算 す る 。

【 ０ １ ５ ０ 】

（ ス テ ッ プ ４ ） 各 mに つ い て 、 補 正 済 線 形 予 測 係 数 列 aγ L
( m )

[1],… ,aγ L
( m )

[p]か ら 補 正

済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ L
( m )

[1],… ,θ γ L
( m )

[p]を 求 め る 。 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列

θ γ L
( m )

[1],… ,θ γ L
( m )

[p]を 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ と 同 様 の 方 法 で 符 号 化 し て 、

量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ L
( m )

[1],… ,^θ γ L
( m )

[p]を 得 る 。

こ こ で 、

　 　 　 ^Θ
( m )

γ 2 =(^θ γ L
( m )

[1],… ,^θ γ L
( m )

[p])
T

と す る 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 ス テ ッ プ １ ～ ４ に よ り 、 M組 の 量 子 化 さ れ た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 組 (^Θ
( m )

γ 1 ,^Θ
( m )

γ 2 )が 得 ら れ る 。 こ の 集 合 を 学 習 用 デ ー タ 集 合 Qと す る 。 Q={(^Θ
( m )

γ 1 ,^Θ
( m )

γ 2 ) |m=1,

… ,M}で あ る 。 な お 、 学 習 用 デ ー タ 集 合 Qを 生 成 す る 際 に 用 い る 補 正 係 数 γ Lの 値 は す べ て

共 通 の 固 定 値 と す る 。

【 ０ １ ５ ２ 】
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（ ス テ ッ プ ５ ） 学 習 用 デ ー タ Qに 含 ま れ る 各 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 組 (^Θ
( m )

γ 1 ,^Θ
( m )

γ

2 )に つ い て 、 γ 1=γ L,γ 2=1,^Θ γ 1 =^Θ
( m )

γ 1 ,^Θ γ 2 =^Θ
( m )

γ 2 と し て 式 （ １ ３ ｂ ） の

モ デ ル に 代 入 し 、 自 乗 誤 差 基 準 で 行 列 Kの 係 数 を 学 習 す る 。 す な わ ち 、 行 列 Kの 帯 部 分 の 成

分 を 上 か ら 順 に 並 べ た ベ ク ト ル を

【 数 ２ ４ 】

と し て 、

【 数 ２ ５ 】

に よ り 、 Bを 得 る 。 こ こ で 、

【 数 ２ ６ 】

で あ る 。

【 ０ １ ５ ３ 】

　 な お 、 行 列 Kを 学 習 す る と き に は γ Lの 値 を 固 定 し て 行 う 。 た だ し 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３

０ ０ で 用 い る 行 列 Kは 、 符 号 化 装 置 ３ 内 で 用 い ら れ る 補 正 係 数 γ Rと 同 じ 値 を 用 い て 学 習 さ

れ た も の で な く て も よ い 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 例 と し て 、 p=15,γ L=0.92と し て 、 上 記 の 方 法 に よ り 得 た 行 列 Kの 帯 部 分 の 各 要 素 に （ γ

2-γ 1） を 乗 算 し た 値 、 す な わ ち 、 行 列 K'の 帯 部 分 の 各 要 素 の 値 、 は 以 下 の よ う に な る 。

す な わ ち 、 式 （ １ ４ ） の x 1 ,x 2 ,… ,x 1 5 ,y 1 ,y 2 ,… ,y 1 4 ,z 2 ,z 3 ,… ,z 1 5 の 各 値 に γ 2-γ 1を 乗

算 し た 値 が 以 下 の xx 1 ,xx 2 ,… ,xx 1 5 ,yy 1 ,yy 2 ,… ,yy 1 4 ,zz 2 ,zz 3 ,… ,zz 1 5 で あ る 。

xx1 =1.11499, yy1 =-0.54272,

zz2 =-0.83414f,xx2 =1.59810f,yy2 =-0.70966,

zz3 =-0.49432, xx3 =1.38370, yy3 =-0.78076,

zz4 =-0.39319, xx4 =1.23032, yy4 =-0.67921,

zz5 =-0.39166, xx5 =1.18521, yy5 =-0.69088,

zz6 =-0.34784, xx6 =1.04839, yy6 =-0.60619,
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zz7 =-0.41279, xx7 =1.13305, yy7 =-0.63247,

zz8 =-0.36450, xx8 =0.95694, yy8 =-0.53039,

zz9 =-0.43984, xx9 =1.01910, yy9 =-0.51707,

zz10=-0.40120, xx10=0.90395, yy10=-0.44594,

zz11=-0.49262, xx11=1.07345, yy11=-0.51892,

zz12=-0.41695, xx12=0.96596, yy12=-0.49247,

zz13=-0.45002, xx13=1.00336, yy13=-0.48790,

zz14=-0.46854, xx14=0.93258, yy14=-0.41927,

zz15=-0.45020, xx15=0.88783

【 ０ １ ５ ５ 】

　 上 記 の γ 1=γ L=0.92、 γ 2=1の 例 の よ う に 、 γ 2>γ 1で あ れ ば 、 行 列 K'は 上 記 の 例 の よ う

に 対 角 成 分 が １ に 近 い 値 を 取 り 、 対 角 成 分 に 隣 接 す る 成 分 が 負 の 値 を 取 る 。

【 ０ １ ５ ６ 】

　 逆 に 、 γ 1>γ 2で あ れ ば 、 行 列 K'は 下 記 の 例 の よ う に 対 角 成 分 が 負 の 値 を 取 り 、 対 角 成

分 に 隣 接 す る 成 分 が 正 の 値 を 取 る 。 p=15、 γ 1=1、 γ 2=γ L=0.92の 場 合 の 行 列 Kの 帯 部 分 の

各 要 素 に （ γ 2-γ 1） を 乗 算 し た 値 、 す な わ ち 、 行 列 K'の 帯 部 分 の 各 要 素 の 値 、 は 例 え ば

以 下 の よ う に な る 。

xx1 =-0.557012055,yy1 =0.213853042,

zz2 =0.110112745,xx2 =-0.534830085,yy2 =0.2440903,

zz3 =0.149879603,xx3 =-0.522734808,yy3 =0.23494022,

zz4 =0.144479327,xx4 =-0.533013231,yy4 =0.259021145,

zz5 =0.136523255,xx5 =-0.502606738,yy5 =0.248139539,

zz6 =0.138005088,xx6 =-0.478327709,yy6 =0.244219107,

zz7 =0.133771751,xx7 =-0.467186849,yy7 =0.243988642,

zz8 =0.13667916, xx8 =-0.408737408,yy8 =0.192803054,

zz9 =0.160602461,xx9 =-0.427436157,yy9 =0.190554547,

zz10=0.147621742,xx10=-0.383087812,yy10=0.165954888,

zz11=0.18358465, xx11=-0.434034351,yy11=0.183004742,

zz12=0.166249458,xx12=-0.409482196,yy12=0.170107295,

zz13=0.162343147,xx13=-0.409804718,yy13=0.165221097,

zz14=0.178158258,xx14=-0.400869431,yy14=0.123020055,

zz15=0.171958144,xx15=-0.447472325

【 ０ １ ５ ７ 】

　 γ 1>γ 2の 場 合 、 こ れ は 、 ＜ 変 換 行 列 Kの 学 習 方 法 ＞ （ ス テ ッ プ ２ ） で は ^Θ
( m )

γ 1 を

　 　 　 ^Θ
( m )

γ 1 =(^θ γ L
( m )

[1],… ,^θ γ L
( m )

[p])
T

と し 、 （ ス テ ッ プ ４ ） で は ^Θ
( m )

γ 2 を

　 　 　 ^Θ
( m )

γ 2 =(^θ γ = 1
( m )

[1],… ,^θ γ = 1
( m )

[p])
T

と し 、 （ ス テ ッ プ ５ ） で は 学 習 用 デ ー タ Qに 含 ま れ る 各 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 組 (^Θ
( m )

γ

1 ,^Θ
( m )

γ 2 )に つ い て 、 γ 1=1,γ 2=γ L,^Θ γ 1 =^Θ
( m )

γ 1 ,^Θ γ 2 =^Θ
( m )

γ 2 と し て 、 式

（ １ ３ ｂ ） の モ デ ル に 代 入 し 、 自 乗 誤 差 基 準 で 行 列 Kの 係 数 を 学 習 し た 場 合 に 相 当 す る 。

【 ０ １ ５ ８ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 の 効 果 ＞

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に 、 従 来 の 符 号 化 装 置 ９ に お け る

量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ９ ０ ０ 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 補 正 部 ９ ０ ５ 及 び 近 似 平 滑 化

済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ９ １ ０ を 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ

生 成 部 １ ３ ０ 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ 及 び 第

１ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ５ に 置 き 換 え た 構 成 で あ る た め

、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 １ と 同 様 の 効 果 を 有 す る 。 す な わ ち 、 従 来 と 同 じ 符 号 化 歪 で

あ れ ば 従 来 よ り も 符 号 量 を 小 さ く し 、 従 来 と 同 じ 符 号 量 で あ れ ば 従 来 よ り も 符 号 化 歪 を 小

さ く す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ５ ９ 】

　 さ ら に 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ で は 、 式 （ １ ８ ） の 計 算 に お い て 、 Kが 帯 行 列 で

あ る た め 計 算 コ ス ト が 小 さ い 。 第 一 実 施 形 態 の 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 逆 補 正 部 １ ５ ５ 及 び

逆 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ６ ０ を Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ に 置 き 換 え た こ と で 、 第 一 実 施 形

態 よ り も 少 な い 演 算 量 で 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]の 近 似

値 の 系 列 を 生 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ６ ０ 】

［ 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 ]

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ で は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 時 間 領 域 で の 符 号 化 を 行 う か 周 波 数

領 域 で の 符 号 化 を 行 う か を 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 の 大 き さ に 基 づ い て 決 定 し て い る 。

入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 大 き く 、 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 が 選 択 さ れ た フ レ ー ム で も 、 実

際 に は 時 間 領 域 で の 符 号 化 に よ っ て 再 構 成 さ れ る 音 響 信 号 の ほ う が 周 波 数 領 域 で の 符 号 化

に よ っ て 再 構 成 さ れ る 信 号 よ り も 入 力 音 響 信 号 と の 歪 を 小 さ く で き る 場 合 も 有 り 得 る 。 ま

た 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 小 さ く 、 時 間 領 域 で の 符 号 化 が 選 択 さ れ た フ レ ー ム で も 、

実 際 に は 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 に よ っ て 再 構 成 さ れ る 音 響 信 号 の ほ う が 時 間 領 域 で の 符 号

化 に よ っ て 再 構 成 さ れ る 音 響 信 号 よ り も 入 力 音 響 信 号 と の 歪 を 小 さ く で き る 場 合 も 有 り 得

る 。 す な わ ち 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ で は 、 時 間 領 域 で の 符 号 化 と 周 波 数 領 域 で の

符 号 化 の う ち の 、 入 力 音 響 信 号 と の 歪 が 小 さ く で き る 符 号 化 方 法 を 必 ず 選 択 で き て い る わ

け で は な い 。 そ こ で 、 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 装 置 ８ で は 、 フ レ ー ム 毎 に 、 時 間 領

域 で の 符 号 化 と 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 の 両 方 を 行 っ て 、 入 力 音 響 信 号 と の 歪 を 小 さ く で き

る ほ う を 選 択 す る 。

【 ０ １ ６ １ 】

＜ 符 号 化 装 置 ＞

　 図 １ ５ に 、 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 装 置 ８ の 機 能 構 成 を 示 す 。

【 ０ １ ６ ２ 】

　 符 号 化 装 置 ８ は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ と 比 較 し て 、 特 徴 量 抽 出 部 １ ２ ０ を 含 ま

ず 、 出 力 部 １ ７ ５ の 代 わ り に 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ を 含 む 点 が 異 な る 。

【 ０ １ ６ ３ 】

＜ 符 号 化 方 法 ＞

　 図 １ ６ を 参 照 し て 、 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 第 二 実

施 形 態 と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ６ ４ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 方 法 で は 、 入 力 部 １ ０ ０ と 線 形 予 測 分 析 部 １ ０ ５ に 加 え

て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 生 成 部 １ １ ０ 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ 、 線 形 予 測 係 数 補 正 部 １ ２ ５ 、 補 正 済 Ｌ

Ｓ Ｐ 生 成 部 １ ３ ０ 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成 部 １ ４ ０ 、

第 １ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ５ 、 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ 、 及 び

Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ も 、 入 力 音 響 信 号 の 時 間 変 動 が 大 き い か 小 さ い か に 関 わ ら ず 、 全

て の フ レ ー ム に つ い て 実 行 さ れ る 。 こ れ ら の 各 部 の 動 作 は 、 第 二 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。

た だ し 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ が 生 成 し た 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,

^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p は 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ６ ５ 】

　 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５ か ら 入 力 さ れ た 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ

列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ か ら 入 力 さ れ た 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ

Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 少 な く と も １ フ レ ー ム 分 保 持 し て お

き 、 前 の フ レ ー ム に お い て 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ で 周 波 数 領 域 の 符 号 化 方 法 が 選 択 さ れ た

場 合 （ す な わ ち 、 前 の フ レ ー ム に お い て 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ が 出 力 し た 識 別 符 号 Cgが 周

波 数 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 で あ る 場 合 ） に は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ か ら 入 力 さ れ

た 前 の フ レ ー ム の 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を

前 の フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と し て 時 間 領 域 符

号 化 部 １ ７ ０ に 出 力 し 、 前 の フ レ ー ム に お い て 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ で 時 間 領 域 の 符 号 化
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方 法 が 選 択 さ れ た 場 合 （ す な わ ち 、 前 の フ レ ー ム に お い て 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ が 出 力 し

た 識 別 符 号 Cgが 時 間 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 で あ る 場 合 ） に は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ １ ５

か ら 入 力 さ れ た 前 の フ レ ー ム の 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]を

時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ５ ） 。

【 ０ １ ６ ６ 】

　 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ は 、 第 二 実 施 形 態 の 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ と 同 様 に 周 波

数 領 域 信 号 符 号 を 生 成 し て 出 力 す る と と も に 、 周 波 数 領 域 信 号 符 号 に 対 応 す る 音 響 信 号 の

入 力 音 響 信 号 に 対 す る 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 を 求 め て 出 力 す る 。 歪 や そ の 推 定 値 は 、 時 間 領

域 で 求 め て も 周 波 数 領 域 で 求 め て も よ い 。 す な わ ち 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ は 、 周 波

数 領 域 信 号 符 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 音 響 信 号 系 列 の 、 入 力 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域 に 変

換 し て 得 ら れ る 周 波 数 領 域 の 音 響 信 号 系 列 に 対 す る 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 を 求 め て も よ い 。

【 ０ １ ６ ７ 】

　 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ は 、 第 二 実 施 形 態 の 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ と 同 様 に 時 間 領 域

信 号 符 号 を 生 成 し て 出 力 す る と と も に 、 時 間 領 域 信 号 符 号 に 対 応 す る 音 響 信 号 の 入 力 音 響

信 号 に 対 す る 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 を 求 め る 。

【 ０ １ ６ ８ 】

　 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ に は 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ が 生 成 し た 周 波 数 領 域 信 号 符 号

、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ が 求 め た 歪 ま た は 歪 み の 推 定 値 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ が

生 成 し た 時 間 領 域 信 号 符 号 、 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ が 求 め た 歪 ま た は 歪 み の 推 定 値 、 が

入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ６ ９ 】

　 符 号 選 択 出 力 部 ３ ７ ５ は 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ か ら 入 力 さ れ た 歪 ま た は 歪 の 推 定

値 ほ う が 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ か ら 入 力 さ れ た 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 よ り も 小 さ い 場 合 に

は 、 周 波 数 領 域 信 号 符 号 と 、 周 波 数 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 で あ る 識 別 符 号 Cgを 出 力 し

、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ か ら 入 力 さ れ た 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 の ほ う が 時 間 領 域 符 号 化

部 １ ７ ０ か ら 入 力 さ れ た 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 時 間 領 域 信 号 符 号 と

、 時 間 領 域 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 で あ る 識 別 符 号 Cgを 出 力 す る 。 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５

０ か ら 入 力 さ れ た 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 と 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ か ら 入 力 さ れ た 歪 ま た は

歪 の 推 定 値 が 同 じ 場 合 に は 、 予 め 定 め た 規 則 に よ り 、 時 間 領 域 信 号 符 号 と 周 波 数 領 域 信 号

符 号 の い ず れ か を 出 力 す る と と も に 、 出 力 す る 符 号 に 対 応 す る 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 で あ

る 識 別 符 号 Cgを 出 力 す る 。 す な わ ち 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ か ら 入 力 さ れ た 周 波 数 領

域 信 号 符 号 と 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ か ら 入 力 さ れ た 時 間 領 域 信 号 符 号 の う ち 、 符 号 か ら

再 構 成 さ れ る 音 響 信 号 の 入 力 音 響 信 号 に 対 す る 歪 が 小 さ く な る ほ う を 出 力 す る と と も に 、

歪 が 小 さ く な る 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 を 識 別 符 号 Cgと し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ ５ ）

。

【 ０ １ ７ ０ 】

　 な お 、 符 号 か ら 再 構 成 し た 音 響 信 号 の 入 力 音 響 信 号 に 対 す る 歪 が 小 さ い ほ う を 選 択 す る

構 成 と し て も よ い 。 こ の 構 成 で は 、 周 波 数 領 域 符 号 化 部 １ ５ ０ や 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０

で 、 歪 ま た は 歪 の 推 定 値 に 代 え て 、 符 号 か ら 音 響 信 号 を 再 構 成 し て 出 力 す る 。 ま た 、 符 号

選 択 出 力 部 ３ ７ ５ は 、 周 波 数 領 域 信 号 符 号 と 時 間 領 域 信 号 符 号 の う ち 、 周 波 数 領 域 符 号 化

部 １ ５ ０ が 再 構 成 し た 音 響 信 号 と 時 間 領 域 符 号 化 部 １ ７ ０ が 再 構 成 し た 音 響 信 号 の う ち 入

力 音 響 信 号 に 対 す る 歪 が 小 さ い ほ う を 出 力 す る と と も に 、 歪 が 小 さ く な る 符 号 化 方 法 を 示

す 情 報 を 識 別 符 号 Cgと し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ７ １ 】

　 ま た 、 符 号 量 が 小 さ い ほ う を 選 択 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 構 成 で は 、 周 波 数 領 域 符

号 化 部 １ ５ ０ は 、 第 二 実 施 形 態 と 同 様 に 、 周 波 数 領 域 信 号 符 号 を 出 力 す る 。 ま た 、 時 間 領

域 符 号 化 部 １ ７ ０ は 、 第 二 実 施 形 態 と 同 様 に 、 時 間 領 域 信 号 符 号 を 出 力 す る 。 ま た 、 符 号

選 択 出 力 部 ３ ７ ５ は 、 周 波 数 領 域 信 号 符 号 と 時 間 領 域 信 号 符 号 の う ち 符 号 量 が 小 さ い ほ う

を 出 力 す る と と も に 、 符 号 量 が 小 さ く な る 符 号 化 方 法 を 示 す 情 報 を 識 別 符 号 Cgと し て 出 力

す る 。
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【 ０ １ ７ ２ 】

＜ 復 号 装 置 ＞

　 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 装 置 ８ が 出 力 し た 符 号 列 は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置

３ が 出 力 し た 符 号 列 と 同 様 に 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ４ で 復 号 で き る 。

【 ０ １ ７ ３ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 効 果 ＞

　 第 二 実 施 形 態 の 変 形 例 の 符 号 化 装 置 ８ は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ と 同 様 の 効 果 を

奏 す る も の で あ り 、 さ ら に 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ よ り も 出 力 す る 符 号 量 を 小 さ く

す る 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。

【 ０ １ ７ ４ 】

［ 第 三 実 施 形 態 ］

　 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 １ 及 び 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ で は 、 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ

Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 線 形 予 測 係 数 に 一 旦 変 換 し て か ら

、 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]を 計 算 し

て い た 。 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ５ で は 、 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 を 線 形 予

測 係 数 に 変 換 す る こ と な く 、 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],…

,^θ γ R [p]か ら 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R

[N]を 直 接 計 算 す る 。 同 様 に 、 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ６ で は 、 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ

ー タ 列 を 線 形 予 測 係 数 に 変 換 す る こ と な く 、 復 号 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^

θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]か ら 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],

… ,^W γ R [N]を 直 接 計 算 す る 。

【 ０ １ ７ ５ 】

＜ 符 号 化 装 置 ＞

　 図 １ ７ に 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ５ の 機 能 構 成 を 示 す 。

【 ０ １ ７ ６ 】

　 符 号 化 装 置 ５ は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ と 比 較 し て 、 量 子 化 済 線 形 予 測 係 数 生 成

部 １ ４ ０ 、 第 １ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ５ を 含 ま ず 、 代 わ

り に 第 ２ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ６ を 含 む 点 が 異 な る 。

【 ０ １ ７ ７ 】

＜ 符 号 化 方 法 ＞

　 図 １ ８ を 参 照 し て 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 上 述 の 実 施 形 態

と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ７ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ６ に お い て 、 第 ２ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １

４ ６ は 、 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ 符 号 化 部 １ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ ^

θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 用 い て 、 式 （ １ ９ ） に よ り 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー

ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]を 求 め て 出 力 す る 。

【 数 ２ ７ 】

【 ０ １ ７ ９ 】

＜ 復 号 装 置 ＞

　 図 １ ９ に 、 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ６ の 機 能 構 成 を 示 す 。
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【 ０ １ ８ ０ 】

　 復 号 装 置 ６ は 、 第 二 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ４ と 比 較 し て 、 復 号 線 形 予 測 係 数 生 成 部 ２ ２ ０

、 第 １ 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ５ を 含 ま ず 、 代 わ り に 第 ２ 復 号

平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ６ を 含 む 。

【 ０ １ ８ １ 】

＜ 復 号 方 法 ＞

　 図 ２ ０ を 参 照 し て 、 第 三 実 施 形 態 の 復 号 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 上 述 の 実 施 形 態 と

の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ８ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ６ に お い て 、 第 ２ 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 ２ ２ ６

は 、 第 ２ 量 子 化 済 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 計 算 部 １ ４ ６ と 同 様 に 、 復 号 補 正 済

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]を 用 い て 、 上 記 の 式 （ １ ９ ） に よ

り 、 復 号 平 滑 化 済 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 系 列 ^W γ R [1],^W γ R [2],… ,^W γ R [N]を 求 め て 出

力 す る 。

【 ０ １ ８ ３ 】

［ 第 四 実 施 形 態 ］

　 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]は 、

　 　 　 0<^θ [1]<… <^θ [p]<π

を 満 た す 系 列 で あ る 。 つ ま り 、 昇 順 に 並 ん だ 系 列 で あ る 。 一 方 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０

で 生 成 さ れ る 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p は 近 似

的 な 変 換 に よ り 生 成 し た も の で あ る た め 、 昇 順 に な ら な い こ と が あ る 。 そ こ で 、 第 四 実 施

形 態 で は Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ か ら 出 力 さ れ る 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1]

a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p を 昇 順 に 並 べ 替 え る 処 理 を 追 加 す る 。

【 ０ １ ８ ４ 】

＜ 符 号 化 装 置 ＞

　 図 ２ １ に 、 第 四 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ７ の 機 能 構 成 を 示 す 。

　 符 号 化 装 置 ７ は 、 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ５ と 比 較 し て 、 近 似 Ｌ Ｓ Ｐ 系 列 修 正 部 ７ ０

０ を さ ら に 含 む 点 が 異 な る 。

【 ０ １ ８ ５ 】

＜ 符 号 化 方 法 ＞

　 図 ２ ２ を 参 照 し て 、 第 四 実 施 形 態 の 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。 以 下 で は 、 上 述 の 実 施 形 態

と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ８ ６ 】

　 近 似 Ｌ Ｓ Ｐ 系 列 修 正 部 ７ ０ ０ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 近 似 量 子 化 済

Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1] a p p ,^θ [2] a p p ,… ,^θ [p] a p p の 各 値 ^θ [i] a p p を 昇 順 に 並 べ 替

え た 系 列 を 修 正 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ ＇ [1] a p p ,^θ ＇ [2] a p p ,… ,^θ ＇ [p] a

p p と し て 出 力 す る 。 近 似 Ｌ Ｓ Ｐ 系 列 修 正 部 ７ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 修 正 第 １ 近 似 量 子 化 済 Ｌ

Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ ＇ [1] a p p ,^θ ＇ [2] a p p ,… ,^θ ＇ [p] a p p が 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー

タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]と し て 遅 延 入 力 部 １ ６ ５ へ 入 力 さ れ る 。

【 ０ １ ８ ７ 】

　 ま た 、 単 に 近 似 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の 各 値 を 並 べ 替 え る だ け で な く 、 各 i=1,…

,p-1に つ い て |^θ [i+1] a p p -^θ [i] a p p |が 所 定 の 閾 値 以 上 と な る よ う に 、 各 値 ^θ [i] a p p を

補 正 し た 値 を ^θ ＇ [i] a p p と し て も よ い 。

【 ０ １ ８ ８ 】

［ 変 形 例 ］

　 上 述 の 実 施 形 態 で は Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を 前 提 と し て 説 明 し た が 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の

代 わ り に 、 Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 を 用 い て も よ い 。 Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ISP[1],… ,ISP[p]は

、 p-1次 の Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 と p次 （ 最 高 次 ） の PARCOR係 数 k p か ら な る 系 列 と 等 価 で あ る

。 つ ま り 、

　 　 　 ISP[i]=θ [i] for i=1,… ,p-1
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　 　 　 ISP[p]=k p

で あ る 。

【 ０ １ ８ ９ 】

　 第 二 実 施 形 態 に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ へ の 入 力 が Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 で あ る

場 合 を 例 に 、 具 体 的 な 処 理 を 説 明 す る 。

【 ０ １ ９ ０ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ へ の 入 力 を 補 正 済 量 子 化 済 Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^ISPγ R [1],^IS

Pγ R [2],… ,^ISPγ R [p]と す る 。 こ こ で 、

　 　 　 ^ISPγ R [1]=^θ γ R [i]

　 　 　 ^ISPγ R [p]=^k p

で あ る 。 ^k p は k p の 量 子 化 値 で あ る 。

【 ０ １ ９ １ 】

　 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ で は 、 以 下 の 処 理 に よ り 近 似 量 子 化 済 Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^ISP

[1] a p p ,… ,^ISP[p] a p p を 求 め て 出 力 す る 。

（ ス テ ッ プ １ ） ^Θ γ 1 =(^ISPγ R [1],… ,^ISPγ R [p-1])
T
と し 、 pを p-1に 置 き 換 え て 、 式 （

１ ８ ） を 計 算 し て 、 ^θ [1] a p p ,… ,^θ [p-1] a p p を 求 め る 。

こ こ で 、

　 　 　 ^ISP[i] a p p =^θ [i] a p p （ i=1,… ,p-1）

と す る 。

（ ス テ ッ プ ２ ） 以 下 の 式 で 定 義 さ れ る ^ISP[p] a p p を 求 め る 。

　 　 　 ^ISP[p] a p p =^ISPγ R [p]・ (1/γ R)
p

［ 第 五 実 施 形 態 ］

　 符 号 化 装 置 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ８ が 備 え る Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ 、 復 号 装 置 ４ 、 ６ が 備 え る

復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０ を 、 独 立 し た 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 と し て 構 成 す

る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ９ ２ 】

　 以 下 で は 、 符 号 化 装 置 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ８ が 備 え る Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ 、 復 号 装 置 ４ 、

６ が 備 え る 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０ を 、 独 立 し た 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 と

し て 構 成 す る 例 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ９ ３ 】

＜ 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 ＞

　 第 五 実 施 形 態 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 １ ０ は 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 パ ラ メ

ー タ 列 変 換 部 ２ ０ を 例 え ば 含 み 、 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1],ω [2],… ,ω [p]を 入 力 と し

、 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1], ω [2],… , ω [p]を 出 力 す る 。

【 ０ １ ９ ４ 】

　 入 力 さ れ る 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1],ω [2],… ,ω [p]は 、 所 定 の 時 間 区 間 の 音 信 号 を

線 形 予 測 分 析 し て 得 ら れ る 線 形 予 測 係 数 a[1],a[2],… ,a[p]に 由 来 す る 周 波 数 領 域 パ ラ メ

ー タ 列 で あ る 。 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1],ω [2],… ,ω [p]は 、 例 え ば 、 従 来 の 符 号 化 方

法 で 用 い た Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ [1],θ [2],… ,θ [p]で あ っ て も よ い し 、 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ

パ ラ メ ー タ 列 ^θ [1],^θ [2],… ,^θ [p]で あ っ て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 上 述 の 各 実 施 形

態 で 用 い た 補 正 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 θ γ R [1],θ γ R [2],… ,θ γ R [p]で あ っ て も よ い し

、 補 正 済 量 子 化 済 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 ^θ γ R [1],^θ γ R [2],… ,^θ γ R [p]で あ っ て も よ い

。 さ ら に 、 例 え ば 、 上 述 の 変 形 例 で 説 明 し た Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 の よ う な 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ

ー タ と 等 価 な 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 線 形 予 測 係 数 a[1],a[2],… ,a

[p]に 由 来 す る 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 と は 、 線 形 予 測 係 数 列 a[1],a[2],… ,a[p]に 由 来 す

る Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 、 Ｉ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ 列 、 Ｌ Ｓ Ｆ パ ラ メ ー タ 列 、 Ｉ Ｓ Ｆ パ ラ メ ー タ 列

、 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1],ω [2],… ,ω [p-1]の 全 て が ０ か ら π ま で の 間 に 存 在 し 、 か

つ 、 線 形 予 測 係 数 列 に 含 ま れ る 全 て の 線 形 予 測 係 数 が ０ で あ る 場 合 に は 周 波 数 領 域 パ ラ メ

ー タ ω [1],ω [2],… ,ω [p-1]が ０ か ら π ま で の 間 に 均 等 間 隔 に 存 在 す る 周 波 数 領 域 パ ラ メ

ー タ 列 、 等 に 代 表 さ れ る よ う な 、 線 形 予 測 係 数 列 に 由 来 す る 周 波 数 領 域 の 系 列 で あ っ て 、
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予 測 次 数 と 同 じ 個 数 で 表 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ １ ９ ５ 】

　 パ ラ メ ー タ 列 変 換 部 ２ ０ は 、 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ３ ０ ０ 及 び 復 号 Ｌ Ｓ Ｐ 線 形 変 換 部 ４ ０ ０

と 同 様 に 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ の 性 質 を 利 用 し て 、 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 ω [1],ω [2],…

,ω [p-1]に 近 似 的 な 線 形 変 換 を 施 し て 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 ω [1], ω [2],… ,

ω [p]を 生 成 す る 。 パ ラ メ ー タ 列 変 換 部 ２ ０ は 、 例 え ば 、 各 i=1,2,… ,pに つ い て 、 以 下 の

い ず れ か の 方 法 に よ り 、 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [i]の 値 を 求 め る 。

【 ０ １ ９ ６ 】

１ ． ω [i]と ω [i]に 近 接 す る １ つ ま た は 複 数 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ と の 値 の 関 係 に 基 づ

く 線 形 変 換 に よ り 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [i]の 値 を 求 め る 。 例 え ば 、 周 波 数 領 域

パ ラ メ ー タ 列 ω [i]よ り も 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 ω [i]の ほ う が 、 パ ラ メ ー タ 値

の 間 隔 が 均 等 間 隔 に 近 く な る よ う に 、 ま た は 、 均 等 間 隔 か ら 遠 く な る よ う に 、 線 形 変 換 す

る 。 均 等 間 隔 に 近 く な る よ う に す る 線 形 変 換 は 、 周 波 数 領 域 に お い て パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包

絡 の 振 幅 の 凹 凸 を 鈍 ら せ る 処 理 （ パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 を 平 滑 化 す る 処 理 ） に 相 当 す る 。

ま た 、 均 等 間 隔 か ら 遠 く な る よ う に す る 線 形 変 換 は 、 周 波 数 領 域 に お い て パ ワ ー ス ペ ク ト

ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 を 強 調 す る 処 理 （ パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 を 逆 平 滑 化 す る 処 理 ） に 相 当

す る 。

【 ０ １ ９ ７ 】

２ ． ω [i]が ω [i+1]と ω [i-1]と の 中 点 よ り も ω [i+1]に 近 い 場 合 に は 、 ω [i]が ω [i+1]

と ω [i-1]と の 中 点 よ り も ω [i+1]に 近 く 、 か つ 、 ω [i+1]-ω [i]よ り も ω [i+1]- ω [i]

の 方 が 値 が 小 さ く な る よ う に ω [i]を 求 め る 。 ま た 、 ω [i]が ω [i+1]と ω [i-1]と の 中 点

よ り も ω [i-1]に 近 い 場 合 に は 、 ω [i]が ω [i+1]と ω [i-1]と の 中 点 よ り も ω [i-1]に

近 く 、 か つ 、 ω [i]-ω [i-1]よ り も ω [i]- ω [i-1]の 方 が 値 が 小 さ く な る よ う に ω [i]を

求 め る 。 こ れ は 、 周 波 数 領 域 に お い て パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 を 強 調 す る 処 理

（ パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 を 逆 平 滑 化 す る 処 理 ） に 相 当 す る 。

【 ０ １ ９ ８ 】

３ ． ω [i]が ω [i+1]と ω [i-1]と の 中 点 よ り も ω [i+1]に 近 い 場 合 に は 、 ω [i]が ω [i+1]

と ω [i-1]と の 中 点 よ り も ω [i+1]に 近 く 、 か つ 、 ω [i+1]-ω [i]よ り も ω [i+1]- ω [i]

の 方 が 値 が 大 き く な る よ う に ω [i]を 求 め る 。 ま た 、 ω [i]が ω [i+1]と ω [i-1]と の 中 点

よ り も ω [i-1]に 近 い 場 合 に は 、 ω [i]が ω [i+1]と ω [i-1]と の 中 点 よ り も ω [i-1]に

近 く 、 か つ 、 ω [i]-ω [i-1]よ り も ω [i]- ω [i-1]の 方 が 値 が 大 き く な る よ う に ω [i]を

求 め る 。 こ れ は 、 周 波 数 領 域 に お い て パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 の 振 幅 の 凹 凸 を 鈍 ら せ る 処 理

（ パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 を 平 滑 化 す る 処 理 ） に 相 当 す る 。

【 ０ １ ９ ９ 】

　 例 え ば 、 パ ラ メ ー タ 列 変 換 部 ２ ０ は 、 下 記 の 式 （ ２ ０ ） に よ り 、 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ

メ ー タ ω [1], ω [2],… , ω [p]を 求 め て 出 力 す る 。

【 数 ２ ８ 】

【 ０ ２ ０ ０ 】

　 こ こ で 、 γ 1と γ 2は １ 以 下 の 正 の 係 数 で あ る 。 式 （ ２ ０ ） は 、 Ｌ Ｓ Ｐ パ ラ メ ー タ を モ デ

ル 化 し た 式 （ １ ３ ） に お い て 、 Θ γ 1 =(ω [1],ω [2],… ,ω [p])
T
と し 、 Θ γ 2 =( ω [1], ω

[2],… , ω [p])
T
と し 、
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【 数 ２ ９ 】

と す る こ と で 、 導 出 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1],ω [2],…

,ω [p]は 、 線 形 予 測 係 数 a[1],a[2],… ,a[p]の 各 係 数 a[i]に 係 数 γ 1の i乗 を 乗 じ る こ と に

よ り 補 正 し た 係 数 列 で あ る

　 　 　 a[1]× (γ 1),a[2]× (γ 1)
2
,… ,a[p]× (γ 1)

p

と 等 価 な 周 波 数 領 域 の パ ラ メ ー タ 列 、 も し く は 、 そ の 量 子 化 値 で あ る 。 ま た 、 変 換 後 周 波

数 領 域 パ ラ メ ー タ ω [1], ω [2],… , ω [p]は 、 線 形 予 測 係 数 a[1],a[2],… ,a[p]の 各 係 数

a[i]に 係 数 γ 2の i乗 を 乗 じ る こ と に よ り 補 正 し た 係 数 列 で あ る

　 　 　 a[1]× (γ 2),a[2]× (γ 2)
2
,… ,a[p]× (γ 2)

p

と 等 価 な 周 波 数 領 域 の パ ラ メ ー タ 列 を 近 似 す る 系 列 と な る 。

【 ０ ２ ０ １ 】

＜ 第 五 実 施 形 態 の 効 果 ＞

　 第 五 実 施 形 態 の 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ 列 生 成 装 置 は 、 符 号 化 装 置 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ８ や 復 号

装 置 ４ 、 ６ と 同 様 に 、 符 号 化 装 置 １ や 復 号 装 置 ２ の よ う な 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ か ら 線 形

予 測 係 数 を 介 し て 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ を 求 め る 場 合 よ り も 少 な い 演 算 量 で 、 周 波

数 領 域 パ ラ メ ー タ か ら 変 換 後 周 波 数 領 域 パ ラ メ ー タ を 求 め る こ と が で き る 。

【 ０ ２ ０ ２ 】

　 こ の 発 明 は 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範

囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な い 。 上 記 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た 各 種 の

処 理 は 、 記 載 の 順 に 従 っ て 時 系 列 に 実 行 さ れ る の み な ら ず 、 処 理 を 実 行 す る 装 置 の 処 理 能

力 あ る い は 必 要 に 応 じ て 並 列 的 に あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ て も よ い 。

【 ０ ２ ０ ３ 】

［ プ ロ グ ラ ム 、 記 録 媒 体 ］

　 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た 各 装 置 に お け る 各 種 の 処 理 機 能 を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 す

る 場 合 、 各 装 置 が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ

の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 上 記 各 装 置 に お け る 各 種 の 処 理 機 能

が コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ ２ ０ ４ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。

【 ０ ２ ０ ５ 】

　 ま た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 流 通 は 、 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ

Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 型 記 録 媒 体 を 販 売 、 譲 渡 、 貸 与 等 す る こ と に よ っ て 行 う 。 さ ら に 、 こ の プ ロ

グ ラ ム を サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 装 置 に 格 納 し て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 サ ー バ

コ ン ピ ュ ー タ か ら 他 の コ ン ピ ュ ー タ に そ の プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と に よ り 、 こ の プ ロ グ

ラ ム を 流 通 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ２ ０ ６ 】

　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 例 え ば 、 ま ず 、 可 搬 型 記 録 媒 体 に 記

録 さ れ た プ ロ グ ラ ム も し く は サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 転 送 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 一 旦 、 自

己 の 記 憶 装 置 に 格 納 す る 。 そ し て 、 処 理 の 実 行 時 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ は 、 自 己 の 記 録 媒 体

に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 、 読 み 取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る 。 ま

た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 別 の 実 行 形 態 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ が 可 搬 型 記 録 媒 体 か ら 直 接 プ ロ

グ ラ ム を 読 み 取 り 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ く 、 さ ら に 、

こ の コ ン ピ ュ ー タ に サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら プ ロ グ ラ ム が 転 送 さ れ る た び に 、 逐 次 、 受 け

取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 ま た 、 サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ

か ら 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ へ の プ ロ グ ラ ム の 転 送 は 行 わ ず 、 そ の 実 行 指 示 と 結 果 取 得 の み に
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よ っ て 処 理 機 能 を 実 現 す る 、 い わ ゆ る Ａ Ｓ Ｐ （ Application Service Provider） 型 の サ ー

ビ ス に よ っ て 、 上 述 の 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し て も よ い 。 な お 、 本 形 態 に お け る プ ロ グ ラ

ム に は 、 電 子 計 算 機 に よ る 処 理 の 用 に 供 す る 情 報 で あ っ て プ ロ グ ラ ム に 準 ず る も の （ コ ン

ピ ュ ー タ に 対 す る 直 接 の 指 令 で は な い が コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 を 規 定 す る 性 質 を 有 す る デ ー

タ 等 ） を 含 む も の と す る 。

【 ０ ２ ０ ７ 】

　 ま た 、 こ の 形 態 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 、 本

装 置 を 構 成 す る こ と と し た が 、 こ れ ら の 処 理 内 容 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実

現 す る こ と と し て も よ い 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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